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小
橋
川
朝
昇
が
編
集
し
た
と
い
わ
れ
る
『
琉
球
大
歌
集
』
は
、
受
容
と
研
究
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
『
古
今
琉
歌
集
』
や
、
島
袋
盛

敏
の
『
琉
歌
大
観
』
に
、
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
『
琉
球
大
歌
集
』
の
原
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
写
本

も
現
存
し
て
い
な
い
。
琉
球
大
学
付
属
図
書
館
の
伊
波
普
猷
文
庫
に
は
、
田
島
利
三
郎
筆
写
の
同
名
の
『
琉
球
大
歌
集
』
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
そ
れ
の
抄
録
で
あ
っ
て
全
部
で
は
な
い
。
そ
の
田
島
筆
写
本
に
は
後
人
書
き
入
れ
と
思
わ
れ
る
「
琉
球
大
歌
集
」
の
題
が
表
紙

に
見
ら
れ
、
内
扉
に
は
「
明
治
舟
年
正
月
一
一
十
日
／
随
Ａ
庵
主
／
語
学
材
料
／
第
拾
八
」
、
「
小
橋
川
朝
昇
編
／
大
歌
集
抜
」
と
田

島
本
人
の
手
跡
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
次
の
丁
に
小
橋
川
朝
昇
の
「
琉
球
大
歌
集
」
が
「
稿
本
ニ
テ
完
結
セ
ズ
ー
ー
故
人
ト
ナ
リ
シ
ガ
如

シ
／
｜
ノ
巻
神
歌
ノ
部
ハ
唯
除
白
ヲ
存
シ
一
一
一
巻
以
下
目
録
ア
ル
ノ
ミ
也
而
カ
モ
二
巻
ノ
終
一
一
吾
歌
ヲ
戯
セ
テ
略
を
完
結
ノ
意
ヲ

示
セ
リ
」
と
、
田
島
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
れ
だ
と
「
琉
球
大
歌
集
」
は
、
当
初
神
歌
つ
ま
り
お
も
ろ
（
恐
ら
く
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
）

を
も
収
録
す
る
壮
大
な
企
図
が
あ
っ
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
理
由
で
頓
挫
し
、
そ
の
全
体
像
を
余
白
に
残
し
て
、
そ
の
意
思
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
「
一
一
巻
ノ
終
一
一
吾
歌
」
を
収
載
し
て
あ
る
と
い
う
の
は
、
朝
昇
の
歌
を
末
尾
に
収
め
て
一
応
の
完
成
を
表
わ
し
た
も
の
と
、

田
島
が
理
解
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
あ
り
よ
う
は
異
な
る
が
、
宜
湾
朝
保
編
の
『
沖
縄
集
二
編
』

の
、
末
尾
に
あ
る
百
十
人
の
歌
人
名
簿
は
、
位
の
高
い
王
子
か
ら
順
次
按
司
・
親
方
・
親
雲
上
・
筑
登
之
に
至
り
、
最
後
に
ま
た
親
雲

『
琉
球
大
歌
集
』
と
『
南
苑
入
景
』
ｌ
補
完
と
全
貌
Ｉ

『
琉
球
大
歌
集
』
と
『
大
歌
集
』

池
宮
正
治

１



上
ク
ラ
ス
の
浦
添
親
雲
上
朝
昌
、
伊
地
親
雲
上
柴
隆
、
小
橋
川
親
雲
上
朝
祥
三
人
の
名
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
表
向
き
宜
湾
朝
保
の

編
集
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
務
は
こ
の
三
人
が
執
り
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
朝
昇
の
該
箇
所
の
歌
は
田
島
の
「
大
歌

集
」
に
は
筆
録
さ
れ
て
な
く
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
も
判
然
と
は
し
な
い
。
さ
ら
に
三
巻
以
降
も
省
略
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、

三
巻
に
口
説
と
連
（
つ
ら
ね
）
、
四
巻
に
組
踊
、
五
巻
に
木
遣
歌
、
六
巻
に
ク
ワ
ィ
ニ
ヤ
。
ヤ
ラ
シ
、
七
巻
に
念
仏
が
あ
っ
た
。
当
時

の
琉
球
語
文
学
の
全
体
が
収
録
さ
れ
た
、
極
め
た
意
欲
的
な
歌
集
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
島
の
「
大
歌
集
」
に
よ
る
と
「
琉
球
大

歌
集
」
の
目
録
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

歌
集

巻一
分冠書廟懐謝規雅秋春神之の
句首懐旅古戒頌歌一目

各
曲
原
歌

夏冬道
遙

悔
悟

古
跡
名
所
付

別一
塁往
復

同
詞

旅
歌

２



念
仏

Ｏ

そ
の
う
ち
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
一
一
一
以
下
は
目
録
の
み
で
詞
章
を
収
録
し
て
な
い
。
巻
一
の
神
歌
も
収
録
し
て
な
い
の
で
、
も

巻
之
二

巻巻巻
之組之口之
五躍四説三

巻
之
六

巻
七 庖
瘡
歌

恋狂伊
呂
波
歌

長
歌

早
作
田
ハ
ヤ
シ

木
遣
歌

ク
ワ
イ
ニ
ヤ
ヤ
ラ
シ

賀

雑仲
風

南
苑
八
景

短
歌連

３



と
こ
ろ
が
琉
球
大
学
付
属
図
書
館
の
伊
波
普
猷
文
庫
に
は
、
こ
の
欠
落
し
た
部
分
を
補
う
こ
と
の
出
来
る
琉
歌
集
が
あ
る
。
こ
れ
が

『
南
苑
八
景
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
南
苑
八
景
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
雅
頌
、
規
戒
、
悔
悟
、
哀
傷
、
懐
古
、
古
跡
、
遁
遙
、
謝
、

別
離
、
鬮
旅
、
感
慨
、
書
懐
、
応
題
、
分
句
、
冠
首
、
庖
瘡
歌
、
旅
歌
と
あ
っ
て
、
七
二
五
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
琉
歌
集
の

書
名
と
な
っ
た
「
南
苑
八
畳
」
は
、
「
南
苑
八
景
」
の
冒
頭
か
ら
七
二
番
ま
で
に
相
当
す
る
も
の
で
、
尚
育
王
や
摂
政
の
浦
添
王
子
朝

烹
ら
七
人
が
、
王
家
の
別
邸
で
あ
る
識
名
園
、
つ
ま
り
南
苑
で
の
八
景
を
題
に
し
て
歌
を
詠
み
合
っ
た
歌
会
の
歌
集
で
あ
る
。
題
詠
の
、

つ
ま
り
詠
み
歌
琉
歌
が
少
な
い
だ
け
に
、
こ
れ
は
こ
れ
で
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
琉
球
大
歌
集
」
に
当
初
か
ら
収

録
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
か
つ
て
は
末
尾
に
近
い
、
伊
呂
波
歌
と
長
歌
の
間
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
ど
う
し
た
理
由
に
よ
っ
た
の
か
、

冒
頭
部
分
に
置
か
れ
、
全
体
の
書
名
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
「
南
苑
八
景
」
に
は
冒
頭
か
ら
通
し
番
号
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
筆
写

の
も
と
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
す
で
に
そ
う
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
て
い
る
。

と
も
と
の
「
琉
球
大
歌
集
」
は
そ
う
し
た
も
の
を
除
い
た
範
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
琉
球
大
歌
集
」
を
写
し
た
「
大
歌
集
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
右
の
う
ち
、
各
曲
原
歌
（
本
文
で
は
「
各
節
本
歌
」
）
、

雅
頌
、
古
跡
名
所
付
、
冠
首
、
賀
（
「
賀
」
の
部
立
て
は
な
い
が
三
四
一
番
か
ら
一
一
一
四
七
番
の
七
首
が
そ
れ
で
あ
る
）
、
同
詞
、
分
句
、

狂
歌
、
長
歌
、
短
歌
、
早
作
田
ハ
ヤ
シ
、
を
収
め
て
い
る
。
つ
ま
り
逆
に
言
う
と
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
遁
遙
、
規
戒
、
悔
悟
、
謝
、

懐
古
、
別
、
鶴
旅
、
哀
、
書
懐
、
往
復
、
旅
歌
、
庖
瘡
歌
、
恋
、
雑
、
仲
風
、
伊
呂
波
歌
、
南
苑
八
景
、
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。

二
「
琉
球
大
歌
集
」
と
「
南
苑
八
景
」

４



そ
こ
で
、
「
琉
球
大
歌
集
」
と
田
島
本
「
琉
球
大
歌
集
」
（
以
下
「
大
歌
集
」
と
い
う
）
、
そ
れ
に
「
南
苑
八
景
」
の
三
者
の
相
関
、

有
無
を
み
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
表
に
ま
と
め
て
み
た
。

○
古
跡
名
葬

「、

Ｌノ

〆、

ヒノ

「、

Ｌ」

「
ノ

ｒ
Ｌ
Ｌ

５

×哀 鰯別懐
旅古

◎
古
跡
名
所
付

謝 悔規遁
悟戒遙

◎
雅
頌
冬秋夏春 各神

曲歌
原
歌

×ｘｘｘｘ○ｘｘｘｘ○ｘｘｘｘ○×

○○○○○○○○○○○○○○○××

ヨーヨー－１

感哀別名
慨傷離
一一 一

所
付
一

ナ
シ

琉
球
大
歌
集

大
歌
集

南
苑
八
景

備
考



上
段
「
琉
球
大
歌
集
」
の
部
立
て
目
録
の
上
に
◎
と
あ
る
の
は
、
「
大
歌
集
」
と
「
南
苑
八
景
」
の
方
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た

両
方
に
な
い
も
の
を
×
と
し
て
表
示
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
「
南
苑
八
景
」
の
琉
歌
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
琉
球
大
歌
集
」
の
一
部
で
あ
っ

書
懐

往
復

◎
冠
首

同
調

◎
分
句

旅
歌

疽
瘡
歌

賀

×
恋

ｘ
雑狂
（
歌
）

×
仲
風

×
伊
呂
波
歌

南
苑
八
景

長
歌

短
歌

早
作
田
ハ
ヤ
シ

×○×ｘ○××○○○××○○○× ×

ｘｘｘ○ｘｘｘｘｘｘ○○○×○○○

「
応
題
」

６



て
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
の
「
大
歌
集
」
の
同
量
以
上
に
歌
数
を
増
や
し
、
両
者
は
相
補
完
し
て
「
琉
球
大
歌
集
」
の
全
体
像
を
い
よ
い

よ
明
ら
か
に
し
て
い
る
様
子
が
、
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
、
「
大
歌
集
」
が
写
し
た
写
本
と
「
南
苑
八
景
」
が
写
し
た
写
本
が
、
ど
の
程
度
の
親
疎
の
関
係
に
あ
る
か
は
、
両
者

に
あ
る
「
雅
頌
」
「
古
跡
」
「
冠
首
」
を
比
較
す
れ
ば
、
大
方
の
推
定
が
可
能
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
親
本

は
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
し
か
、
そ
の
様
子
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
「
雅
頌
」
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
大
歌
集
」
の
「
雅
頌
」
は
一
六
四
番
か
ら
一
一
四
九
番
ま
で
の
八
六
首
、
「
南
苑
八
景
」
は
一
七
七
番
か
ら
二
一
一
一
二
番
ま
で
の
七
六

首
で
、
「
南
苑
八
景
」
は
十
首
少
な
い
・
歌
数
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
歌
の
配
列
も
対
応
し
て
い
な
い
。
し
か
も
「
南
苑
八
畳
」
雅

頌
の
一
八
一
一
番
「
穂
花
咲
ぢ
れ
ば
」
の
歌
、
一
一
一
七
番
の
「
首
里
天
加
那
志
」
の
歌
、
二
一
一
七
番
の
「
勝
連
の
島
や
」
の
歌
な
ど
は
、

「
大
歌
集
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
各
曲
原
歌
に
採
ら
れ
た
歌
で
、
そ
の
九
番
五
七
番
一
○
七
番
の
歌
で
あ
る
。
ま
た
一
九
一
一
一
番
「
十
日
越
の

夜
雨
」
の
歌
、
一
一
○
八
番
「
六
十
か
さ
び
れ
ば
」
の
歌
、
一
一
一
一
六
番
「
東
り
立
つ
雲
や
」
の
歌
、
二
一
一
八
番
の
「
稲
や
か
い
ひ
ろ
て
」

の
歌
、
一
一
一
一
一
一
番
の
「
い
つ
か
だ
ら
と
も
て
」
の
歌
な
ど
は
、
「
南
苑
八
景
」
に
し
か
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
「
古
跡
」
に
も
い
え
る
。
「
大
歌
集
」
で
は
「
古
跡
」
は
二
五
○
番
か
ら
一
一
一
三
○
番
ま
で
の
八
一
首
、
「
南
苑
八
景
」

で
は
四
一
一
一
番
か
ら
四
五
一
一
一
番
ま
で
の
一
一
一
一
一
一
首
、
「
南
苑
八
景
」
で
は
四
八
首
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
配
列
も
規
則
的
に
対
応
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
「
雅
頌
」
の
よ
う
に
「
南
苑
八
畳
」
に
し
か
な
い
歌
は
な
い
が
、
四
一
一
一
六
番
「
天
川
の
池
に
」
の
歌
は
、
各
曲
原

歌
の
六
二
番
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
南
苑
八
畳
」
の
「
古
跡
」
部
の
歌
は
、
「
大
歌
集
」
の
四
○
％
と
少
な
い
。
そ
う
い
え
ば

「
大
歌
集
」
に
較
べ
て
「
南
苑
八
景
」
は
省
略
の
傾
向
が
強
く
、
特
に
作
者
の
氏
名
を
記
さ
な
い
こ
と
が
多
く
、
記
し
て
も
名
前
を
落

と
す
な
ど
の
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
逆
の
場
合
も
若
干
指
摘
で
き
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
誤
写
も
し
く
は
異
伝
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
四
三
○
番
の
「
見
れ
ば
思
出
ゆ
さ
」
の
歌
は
、
「
大

７



歌
集
」
三
一
一
五
番
歌
で
は
「
拝
で
お
く
出
ゆ
さ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
古
今
琉
歌
集
」
で
も
「
を
が
で
」
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が

元
の
「
琉
球
大
歌
集
」
の
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
「
を
が
で
」
は
見
る
、
の
敬
語
な
の
で
、
実
質
は
「
見
れ
ば
」
と
同

じ
で
、
ど
ち
ら
か
が
異
伝
で
あ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

「
冠
首
」
は
、
「
南
苑
八
景
」
と
「
大
歌
集
」
は
歌
数
や
配
列
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
冠
首
の
は
じ
め
の
、
「
南
苑
八
景
」

六
五
七
番
「
は
る
人
～
と
拝
で
」
歌
の
作
者
が
「
与
那
原
親
方
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
大
歌
集
」
で
は
「
上
江
洲
親
雲
上
文
」
と

あ
る
。
ま
た
「
南
苑
八
最
」
の
六
五
九
番
「
聞
け
ば
き
く
ご
と
に
」
歌
の
前
に
「
読
谷
山
王
子
き
よ
ら
が
さ
の
歌
と
云
ふ
八
文
字
を
冠

首
に
し
て
」
と
あ
る
が
、
「
大
歌
集
」
で
は
、
次
の
歌
（
「
南
苑
八
景
」
の
六
六
○
番
歌
、
「
大
歌
集
」
の
一
一
一
三
四
番
歌
）
に
「
読
谷

山
王
子
」
と
あ
っ
て
、
「
南
苑
八
景
」
の
方
が
詳
し
く
正
し
い
。
部
立
て
と
し
て
の
「
冠
首
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
れ

は
「
き
よ
ら
か
さ
の
う
た
」
（
美
ら
庖
癒
〔
か
さ
〕
の
歌
）
を
初
句
の
第
一
字
に
い
た
だ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
伊
波
文
庫
所
蔵

の
「
萢
瘡
歌
集
」
の
末
尾
に
、
意
味
の
よ
く
分
か
ら
な
い
「
清
ら
か
さ
の
歌
と
い
ふ
八
文
字
を
冠
り
に
し
て
／
朝
憲
休
晏
元
ご

と
あ
る
の
も
、
こ
れ
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
こ
の
読
谷
山
王
子
は
、
一
七
七
○
年
か
ら
八
五
年
ま

で
摂
政
を
勤
め
た
読
谷
山
王
子
朝
憲
二
七
四
五
１
’
八
一
一
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
分
句
」
は
、
一
首
の
歌
の
上
句
下
句
を
二
人
で
分
け
て
詠
ん
だ
の
で
、
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
和
歌
に
は
「
分
句
」
と

い
う
こ
と
ば
は
な
い
。
一
首
を
上
下
二
人
で
詠
む
の
は
「
万
葉
集
」
に
も
み
ら
れ
る
が
、
『
金
葉
集
』
（
一
一
二
七
年
頃
成
立
）
に
始

め
て
こ
う
し
た
歌
を
「
連
歌
」
と
い
い
、
十
一
首
収
め
て
い
る
。
こ
れ
を
研
究
上
で
は
、
後
世
の
長
い
連
歌
と
区
別
し
て
「
単
連
歌
」

と
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
の
分
句
は
こ
の
単
連
歌
に
相
当
す
る
も
の
で
、
つ
ま
り
「
連
歌
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
南
苑
八
景
」
は

こ
れ
が
こ
の
一
首
し
か
な
い
が
、
「
大
歌
集
」
に
は
こ
れ
に
続
い
て
三
首
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
両
者
に
あ
る
部
立
て
を
比
較
す
る
と
、
「
大
歌
集
」
と
「
南
苑
八
景
」
両
者
の
直
接
の
テ
キ
ス
ト
は
、
間
違
い
な
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一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
出
版
さ
れ
た
琉
歌
集
『
古
今
琉
歌
集
』
の
凡
例
に
は
、
始
め
に
「
本
集
は
故
小
橋
川
朝
昇
大
人
の
編

集
し
た
る
歌
集
に
基
き
其
の
他
数
本
を
参
考
し
て
取
捨
編
成
し
た
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
朝
昇
の
「
琉
球
大
歌
集
」
を
基
本
に
取
り

込
ん
だ
編
集
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
編
纂
自
体
は
ま
っ
た
く
和
歌
集
の
編
纂
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
春
・
夏
・
秋
。
冬
・
恋
・

仲
風
・
雑
と
な
っ
て
お
り
、
仲
風
の
部
を
立
て
た
と
こ
ろ
が
沖
縄
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
歴
代
の
和
歌
集
に
は

雑
体
と
い
っ
て
異
な
る
歌
形
を
ま
と
め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
ど
こ
ま
で
も
和
歌
集
に
な
ら
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が

頭
注
の
か
た
ち
で
古
典
三
線
曲
の
節
名
も
付
け
ら
れ
て
い
て
、
琉
歌
集
の
伝
統
で
あ
る
節
組
琉
歌
集
の
面
影
も
消
え
て
は
い
な
い
。
収

録
歌
を
み
る
と
、
「
琉
球
大
歌
集
」
の
歌
を
そ
の
ま
ま
全
部
収
め
た
の
で
は
な
く
、
取
捨
選
択
し
て
採
録
し
て
い
る
。

真
境
名
安
興
が
中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
た
「
琉
歌
大
観
」
の
稿
本
の
写
本
が
、
台
湾
大
学
研
究
図
書
館
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ

の
「
参
考
書
目
」
に
は
「
大
歌
集
小
橋
川
朝
昇
」
二
冊
と
「
大
歌
集
抜
」
一
冊
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
も
後
者
も
「
大
歌
集
」

と
あ
っ
て
分
か
り
に
く
い
が
、
後
者
の
、
つ
ま
り
田
島
本
と
思
わ
れ
る
「
大
歌
集
抜
」
が
一
冊
だ
と
す
る
と
、
二
冊
の
分
量
が
あ
る

「
大
歌
集
」
は
、
田
島
「
大
歌
集
」
に
示
さ
れ
た
、
元
の
「
琉
球
大
歌
集
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
南
苑
八
景
」
は
書
目
に
あ
げ

て
な
い
が
、
文
中
に
は
「
南
苑
八
景
」
か
ら
と
い
っ
て
尚
育
王
の
歌
だ
け
、
｜
番
歌
、
十
番
歌
、
十
九
番
歌
、
三
七
番
歌
の
四
首
を
挙

げ
て
い
る
。
「
古
今
琉
歌
集
」
で
は
、
「
琉
球
大
歌
集
」
を
基
に
し
た
と
い
う
の
に
、
七
二
首
中
わ
ず
か
に
一
首
だ
け
、
尚
育
王
の
五

く
「
琉
球
大
歌
集
」
の
系
統
で
は
あ
る
も
の
の
、
相
当
に
距
離
が
あ
る
と
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
南

苑
八
景
」
が
「
大
歌
集
」
を
補
完
し
て
、
か
っ
て
の
「
琉
球
大
歌
集
」
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

三
「
琉
球
大
歌
集
」
と
島
袋
盛
敏
『
琉
歌
大
観
』
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五
番
歌
だ
け
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
で
は
、
尚
育
王
の
一
番
歌
、
十
九
番
歌
、
五
五
番
歌
が
採

ら
れ
、
作
者
名
を
記
さ
ず
、
与
那
原
里
之
子
親
雲
上
の
十
七
番
歌
一
首
、
合
計
四
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
か
ら
、
「
古
今
琉

歌
集
」
や
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
が
「
南
苑
八
景
」
を
見
た
か
ど
う
か
、
判
断
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
国
王
の
歌
は
伝
承
歌
に
な

り
や
す
い
し
、
与
那
原
の
歌
が
何
故
作
者
不
明
歌
な
の
か
、
「
南
苑
八
畳
」
そ
の
も
の
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
れ
ば
、
起
こ
り
に
く
い

現
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
切
り
離
さ
れ
て
「
南
苑
八
景
」
だ
け
一
人
歩
き
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し

見
方
を
変
え
れ
ば
、
「
琉
球
大
歌
集
」
の
影
響
は
個
食
の
歌
の
採
否
よ
り
も
、
部
立
て
や
範
囲
と
い
っ
た
、
そ
の
提
案
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
「
琉
球
大
歌
集
」
が
断
念
し
た
、
巻
三
所
収
予
定
の
口
説
や
連
（
つ
ら
ね
）
、
巻
四
の
組
踊
、
巻
五
の
木
遣
歌
、
巻
六

の
ク
ワ
イ
ニ
ヤ
・
ヤ
ラ
シ
は
、
台
湾
本
「
琉
歌
大
観
」
に
採
ら
れ
て
い
る
。
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
で
は
特
に
そ
の
分
類
（
部
立
て
）

に
対
し
て
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
は
、
全
体
二
八
九
一
首
の
う
ち
、
前
半
を
「
節
組
の
部
」
二
’
’

四
○
二
番
）
、
後
半
を
「
吟
詠
の
部
」
（
一
四
○
一
一
一
’
二
八
九
一
番
）
に
分
け
て
い
る
。
前
半
は
そ
の
名
の
通
り
、
二
○
八
節
の
一
一
一
線

曲
の
も
と
に
琉
歌
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
は
吟
詠
つ
ま
り
詠
歌
歌
の
意
で
、
そ
の
分
類
に
「
琉
球
大
歌
集
」
が
影
を
落
と
し

れ
な
い
。

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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春
夏
秋
冬

賀
雅

相
聞

哀
傷

名
所

旅教
訓

願
望

風
刺

懐
古

分
句

音
楽

酒天
然
痘

長
歌

短
歌

狂
歌

雑大
島
民
謡 琉
歌
大
観

春
夏
秋
冬

雅
頌
・
賀

恋一辰古
跡
名
所
付

潟
旅
・
旅
歌

規
戒

感
慨
・
書
懐

懐
古

分
句

庖
瘡
歌

長
歌

短
歌

狂
歌

雑

琉
球
大
歌
集

「
南
苑
八
景
」
は
「
哀
傷
」

「
書
懐
」
は
「
述
懐
」
の
宛
字
か

備
考



あ
る
。

右
の
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
に
つ
い
て
は
全
部
の
部
立
て
を
あ
げ
、
「
琉
球
大
歌
集
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
だ
け

挙
げ
て
あ
る
。
「
琉
球
大
歌
集
」
の
遁
遙
、
悔
悟
、
謝
、
別
離
、
往
復
（
応
題
）
、
冠
首
、
同
調
な
ど
は
な
く
、
仲
風
は
節
組
の
部
に

そ
の
う
ち
「
南
苑
八
景
」
の
「
分
句
」
に
は
安
仁
屋
政
章
と
朝
昇
の
一
首
し
か
な
い
が
、
「
大
歌
集
」
に
は
四
首
あ
る
。
そ
の
初
め

の
一
首
「
草
葉
う
る
わ
し
ゆ
る
」
の
歌
は
「
南
苑
八
景
」
に
も
あ
る
が
、
後
の
三
首
は
「
南
苑
八
景
」
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

そ
の
一
一
一
首
の
う
ち
の
一
一
首
、
「
夢
に
無
蔵
お
そ
ば
」
（
「
大
歌
集
」
一
一
一
七
一
一
一
・
一
一
一
七
四
）
と
「
崇
元
寺
入
口
に
」
（
「
大
歌
集
」
三
七

五
・
一
一
一
七
六
）
が
そ
れ
ぞ
れ
「
大
観
」
の
二
六
七
七
、
二
六
七
八
番
の
分
句
に
は
い
っ
て
い
る
。
他
の
一
一
首
は
参
考
と
し
て
同
箇
所
に

挙
げ
る
と
と
も
に
（
番
号
は
な
い
）
、
「
草
葉
う
る
わ
し
ゆ
る
」
の
歌
は
賀
頌
の
部
二
六
五
五
）
に
、
「
は
じ
め
て
ど
や
す
が
」
の

歌
は
相
聞
の
部
（
二
○
九
八
）
に
出
て
い
る
。
分
句
は
他
の
琉
歌
集
に
は
出
て
い
な
い
の
で
、
島
袋
盛
敏
「
琉
歌
大
観
」
は
田
島
の

「
大
歌
集
」
を
参
考
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

「
冠
首
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
若
干
説
明
し
た
の
で
省
略
に
従
う
が
、
「
は
る
」
「
な
２
「
あ
き
」
「
ふ
ゆ
」
を
各
句
の
頭
に
お

い
た
二
首
、
「
は
る
ル
ー
と
拝
で
」
の
歌
（
「
大
歌
集
」
三
一
一
一
一
、
「
南
苑
八
景
」
六
五
七
）
と
「
春
や
花
盛
り
」
の
歌
（
「
大
歌
集
」

一
一
一
一
一
一
二
、
「
南
苑
八
景
」
六
五
八
）
は
、
島
袋
「
大
観
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
相
聞
の
二
一
一
一
、
雑
詠
の
二
八
七
九
に
入
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
続
く
「
き
よ
ら
が
さ
の
う
た
」
を
詠
ん
だ
読
谷
山
王
子
の
痘
瘡
歌
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
島
袋
「
大
観
」
に
は
冠
首

の
部
は
な
い
。
そ
れ
に
他
の
部
に
と
ら
れ
た
二
首
は
、
と
も
に
「
古
今
琉
歌
集
」
に
採
ら
れ
、
「
は
る
人
～
と
拝
で
」
の
歌
は
「
大
歌

集
」
で
は
作
者
を
「
上
江
洲
親
雲
上
文
」
と
し
、
古
今
で
は
「
江
洲
親
雲
上
」
と
し
、
「
南
苑
八
景
」
で
は
「
与
那
原
親
方
」
、
島

袋
「
大
観
」
で
は
「
与
那
原
親
方
良
矩
」
と
し
て
い
る
。
「
大
歌
集
」
が
作
者
を
「
上
江
洲
親
雲
上
文
」
と
し
、
古
今
で
は
「
江
洲

親
雲
上
」
と
し
た
の
は
、
江
洲
親
雲
上
が
文
氏
だ
か
ら
で
、
他
に
も
文
氏
江
洲
の
歌
が
出
て
い
る
。
島
袋
「
大
観
」
は
他
の
と
こ
ろ
で

1２



こ
う
し
た
冠
首
の
、
は
じ
め
に
「
は
る
」
「
な
２
「
あ
き
」
「
ふ
ゆ
」
を
読
み
込
む
や
り
方
は
、
例
え
ば
『
伊
勢
物
語
』
に
も
見

ら
れ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
で
、
三
河
の
八
橋
に
さ
し
か
か
り
、
Ⅶ
鯏
司
ゴ
剛
洵
を
見
て
、
こ
れ
を
頭
に
し
て
読
み
込
ん
だ
、

「
唐
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
妻
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
（
古
今
和
歌
集
「
罵
旅
歌
」
四
一
○
番
）
と
あ
っ
て
、

以
後
多
く
の
歌
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
「
琉
球
大
歌
集
」
の
編
者
は
「
き
よ
ら
か
さ
の
う
た
」
を
頭
に
し
た
庖
瘡
歌

も
冠
首
に
加
え
た
。
こ
の
八
首
の
歌
は
古
今
琉
歌
集
に
も
採
ら
れ
た
上
で
、
「
大
観
」
で
は
「
天
然
痘
の
歌
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
「
琉
球
大
歌
集
」
や
「
南
苑
八
畳
」
に
あ
る
「
庖
瘡
歌
」
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
『
浮
縄
雅
文
集
』
に
は
、
石
嶺
真
忍
の
死
を
悼
ん

だ
文
章
の
な
か
に
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
頭
に
し
て
、

存
命
て
わ
す
る
時
し
も
な
き
跡
に
お
も
ひ
出
て
や
そ
で
ぬ
ら
す
ら
ん

む
ざ
ん
や
な
を
く
れ
先
立
習
ひ
な
る
を
し
ら
ぬ
か
ほ
な
る
わ
が
な
み
だ
か
な

あ
さ
ま
し
や
か
く
あ
る
べ
し
と
知
る
な
ら
ば
ふ
か
き
契
を
成
ざ
ら
ま
し
を

道
し
ら
ぬ
死
出
の
山
路
を
路
わ
け
て
こ
こ
ろ
ぼ
そ
く
も
ひ
と
り
ゆ
く
ら
む

頬
も
し
く
法
の
灯
火
明
ら
か
に
わ
た
る
も
や
す
き
遠
き
彼
岸

仏
神
何
祈
ら
ん
極
楽
の
道
知
る
べ
な
る
ふ
か
き
誓
に

と
詠
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
冠
首
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
琉
歌
の
「
冠
首
」
は
こ
う
し
た
和
歌
の
応
用
で
あ
る
。

は
古
今
琉
歌
集
を
多
く
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
南
苑
八
景
」
の
作
者
を
採
用
し
て
い
る
。
次
の
「
春
や
花
盛
り
夏
か
し
や
あ

れ
が
秋
は
て
て
無
蔵
が
冬
ら
と
め
ば
」
（
「
南
苑
八
景
」
）
の
歌
は
、
古
今
、
大
観
と
も
に
「
大
歌
集
」
の
「
春
や
は
な
ぎ
か
り
な
つ

か
し
や
わ
ら
べ
あ
き
は
て
て
か
ら
や
ふ
ゆ
ん
さ
ら
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
偏
し
て
依
拠
し
た
の
か
、
な
か
な
か
見
え
て
こ
な

い
◎
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「
同
調
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
長
さ
の
語
句
を
四
句
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
す
も
の
で
、
例
え
ば
「
自
由
な
ら
ぬ
自
由
の
自
由
な
よ
て

か
ら
や
自
由
な
ら
ぬ
自
由
も
自
由
ど
や
ゆ
る
」
と
い
っ
た
、
こ
と
ば
遊
び
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
含
め
て
六
首
が
「
大
歌
集
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
南
苑
八
景
」
に
は
な
い
。
ま
た
他
の
歌
集
に
も
な
く
、
「
琉
球
大
歌
集
」
に
の
み
採
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
「
寅
の
方
の
風
に
」
の
歌
（
「
大
歌
集
」
一
一
一
六
七
番
）
と
「
こ
ん
な
が
い
の
御
待
」
の
歌
（
「
大
歌
集
」
三
六
八
番
）

の
一
一
首
は
、
古
今
琉
歌
集
に
も
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
六
首
全
部
が
「
大
観
」
に
採
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
同
調
」
の
部
は

立
て
ず
、
賀
頌
や
相
聞
、
哀
傷
、
狂
歌
、
雑
詠
な
ど
に
分
散
し
て
組
み
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
和
歌
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
に
は
「
よ
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
よ
し
と
言
ひ
し
吉
野
よ
く
見
よ
よ

き
人
よ
く
見
つ
」
三
七
番
）
と
あ
る
。
た
だ
し
和
歌
に
は
「
同
調
」
と
い
う
部
立
て
は
な
い
。

「
長
歌
」
や
「
短
歌
」
の
部
立
て
は
、
和
歌
に
も
み
ら
れ
る
が
、
内
容
は
「
琉
球
大
歌
集
」
に
し
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
が
「
大
歌
集
」
に
引
継
が
れ
て
「
大
観
」
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
分
類
の
基
準
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
暖
昧
で
、
「
長
歌
」

の
場
合
、
五
句
以
上
あ
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
四
句
の
結
句
が
八
音
と
い
う
だ
け
で
、
例
え
ば
「
安
里
八
幡
の
松
抱
き
ゆ
る
お
す
ぐ

お
れ
が
露
た
ひ
は
ど
里
と
い
か
れ
ら
ぬ
」
（
「
大
歌
集
」
三
八
一
一
一
番
）
ま
で
も
「
長
歌
」
と
し
て
い
る
。
「
大
歌
集
」
の
こ
の
次
の

「
な
り
木
引
よ
す
て
」
の
歌
（
「
大
歌
集
」
三
八
四
番
）
も
第
四
句
は
八
音
で
あ
る
。
実
は
結
句
八
音
の
琉
歌
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
い
ち
ご
さ
ん
ま
る
や
中
城
た
み
ち
が
け
瓦
屋
奉
行
し
き
ゆ
て
御
扶
持
す
ら
ね
」
（
「
大
歌
集
」
三
八
一
番
）

の
、
幻
が
六
音
の
歌
も
入
っ
て
い
る
。
も
う
一
首
の
「
円
覚
寺
御
門
の
鬼
仏
が
な
し
我
無
蔵
よ
こ
し
ゆ
す
や
目
は
ゑ
口
は
ゑ

お
ど
お
た
ぱ
う
れ
」
〈
「
大
歌
集
」
三
八
二
番
）
は
、
他
の
琉
歌
集
で
は
「
目
は
ゑ
□
は
ゑ
」
の
一
句
が
な
く
、
こ
れ
故
に
「
長
歌
」

に
は
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
昔
蝶
節
の
「
み
す
と
め
て
起
き
て
庭
向
か
て
み
れ
ば
綾
蝶
無
蔵
が
あ
の
花
こ
の

花
吸
ゆ
る
妬
さ
」
（
百
控
三
○
番
）
、
「
東
う
ち
向
か
て
飛
び
ゆ
る
綾
蝶
ま
づ
よ
侍
て
無
蔵
に
あ
の
物
こ
の
物
い
や
り
頼
ま
」



（
「
大
観
」
二
五
一
番
、
仲
宗
根
本
、
豊
川
本
）
も
「
長
歌
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
他
の
多
く
の
歌
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
の
花
こ

の
花
」
「
あ
の
物
こ
の
物
」
が
脱
落
し
て
普
通
の
琉
歌
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大
歌
集
」
で
は
結
句
が
「
い
や
り
わ
な
い
た
の
ま
」

と
八
音
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
各
節
本
歌
」
の
「
蝶
小
フ
と
の
歌
詞
に
採
ら
れ
て
い
る
。
「
長
歌
」
の
最
後
は
長

い
越
来
節
の
歌
詞
だ
が
、
こ
の
種
の
歌
は
「
大
観
」
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

「
琉
球
大
歌
集
」
（
「
大
歌
集
」
）
の
唯
一
の
部
立
て
で
あ
る
「
短
歌
」
は
、
「
あ
し
や
げ
く
だ
み
し
や
く
ち
る
と
も
か
な
し
い

こ
と
葉
や
い
つ
し
く
つ
が
」
（
「
大
歌
集
」
三
八
七
番
）
一
首
だ
け
で
あ
る
。
上
句
が
八
・
五
音
、
下
句
が
八
・
五
音
で
、
七
・
五
の

上
句
を
も
つ
仲
風
形
式
の
歌
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
い
歌
で
あ
る
。
古
今
琉
歌
集
の
仲
風
に
は
「
義
理
の
せ
め
な
は
も
く
ち
は
て
て
二

人
ま
ま
な
ゆ
る
浮
世
や
ら
な
」
（
八
六
八
番
）
と
、
上
句
が
八
・
五
音
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
概
略
「
琉
球
大
歌
集
」
（
「
大
歌
集
」
「
南
苑
八
景
」
）
と
「
大
観
」
の
関
係
を
い
く
つ
か
の
部
立
て
を
通
し
て
見
て
き
た
。

「
琉
球
大
歌
集
」
の
意
味
の
大
き
さ
が
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。

以
下
に
「
南
苑
八
畳
」
を
全
文
翻
字
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
「
南
苑
八
景
」
の
簡
単
な
書
誌
情
報
と
翻
字

に
さ
い
し
て
の
凡
例
を
か
か
げ
る
。

一
冊
。
墨
付
き
八
二
枚
。
法
量
、
縦
二
四
・
五
甥
ｘ
横
十
六
・
七
》
チ
。
楮
紙
。

十
行
の
罫
紙
、
｜
面
に
だ
い
た
い
五
行
。
柱
に
「
恩
河
用
篭
」
と
あ
る
私
用
の
印
刷
さ
れ
た
原
稿
用
紙
。

書
誌

四
「
南
苑
八
景
」
の
書
誌
お
よ
び
凡
例
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筆
写
年
代
不
明
。

凡
例

明
ら
か
な
脱
字
に
つ
い
て
は
、
試
み
に
括
弧
（

）
に
入
れ
て
示
し
た
。

誤
字
・
誤
写
と
思
わ
れ
る
字
は
、
そ
の
下
に
括
弧
〔

〕
で
示
し
て
適
当
な
文
字
を
入
れ
て
示
し
た
。

桁
入
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
そ
の
下
に
〔
マ
マ
〕
と
し
た
。

本
文
、
異
伝
の
句
を
二
行
書
き
三
行
書
き
に
し
て
あ
る
が
、
そ
の
通
り
に
し
た
。

旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
改
め
た
。

歌
を
一
宇
開
け
て
上
句
下
句
を
分
け
た
。

本
文
に
も
所
々
濁
点
が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
濁
点
を
付
し
た
。

後
人
加
筆
と
思
わ
れ
る
訂
正
が
右
側
に
小
さ
く
付
い
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
り
と

踊
集
』
（
い
わ
ゆ
る
恩
河
一

関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

筆
写
者
は
、
厳
密
に
は
不
明
と
す
べ
き
だ
が
、
恩
河
朝
祐
（
玉
山
）
氏
か
。
恩
河
氏
に
は
『
玉
山
歌
集
』
と
い
う
私
家
の
流
歌
集

が
あ
っ
た
と
い
う
が
（
台
湾
本
「
琉
歌
大
観
」
書
目
）
、
現
存
し
な
い
。
な
お
恩
河
氏
は
、
琉
球
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
の
『
組

踊
集
』
（
い
わ
ゆ
る
恩
河
本
）
の
書
写
・
編
集
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ま
た
同
館
蔵
の
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
書
写
に
も

し
た
。

恩
河
氏
の
筆
写
活
動
年
か
ら
い
え
ば
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
か
。
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1４１３１２１１１０
春
鷲

１
尚
育
王
御
製
春
の
あ
け
ノ
ー
に
山
の
鴬
の
庭
の
花
忍
ぶ
声
の
し
よ
ら
し
や

２
浦
添
王
子
君
が
よ
る
づ
代
の
春
に
さ
そ
わ
れ
て
ほ
け
る
燃
の
声
の
し
よ
ら
し
や

３
同

朝
日
さ
す
山
に
ほ
け
る
鴬
の
声
に
初
春
の
よ
わ
い
合
で

４
大
宜
見
親
方
い
つ
も
春
来
れ
ば
谷
の
鷺
の
梅
の
匂
忍
ぶ
声
の
し
よ
ら
し
や

５
松
嶋
親
方
御
代
の
は
つ
春
や
深
山
鴬
よ
な
上
の
か
し
こ
き
も
列
て
出
れ

６
登
川
親
方
花
の
影
な
れ
て
あ
そ
ぶ
鱗
の
声
す
匂
立
る
春
の
御
庭

７
真
謝
里
之
子
親
雲
上
豊
か
な
る
御
代
の
め
ぐ
て
春
来
れ
ば
ほ
け
る
鴬
の
声
の
し
よ
ら
し
や

８
与
那
原
里
之
子
親
雲
上
打
笑
て
咲
る
花
に
灘
の
千
代
の
春
ち
守
る
声
の
し
よ
ら
し
や

９
同

春
の
は
つ
花
に
忍
ぶ
鴬
の
ほ
け
る
ふ
し
た
～
に
よ
わ
い
合
で

松大同浦

桃
桜

南
苑
八
景

庭
の
も
Ｌ
さ
く
ら
花
の
咲
し
げ
さ
池
ま
で
も
う
つ
る
色
の
清
ら
さ

春
の
は
つ
さ
く
ら
桃
と
い
つ
ま
で
ん
共
に
花
咲
る
ち
ぎ
り
し
き
や
ら

も
人
の
よ
ろ
こ
び
の
目
眉
打
開
き
さ
く
ら
咲
く
こ
ろ
や
花
の
に
し
き

桃
と
桜
木
の
花
の
色
け
さ
や
見
る
程
も
つ
め
て
見
ぼ
し
や
ば
か
り

枝
を
つ
ら
ね
た
る
桃
と
桜
花
玉
水
に
う
つ
る
影
の
し
よ
ら
し
や
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八
重
瀬
み
う
る
し
の
野
山
打
つ
ず
き
そ
△
に
た
な
ぴ
ち
ゆ
る
む
ら
の
霞
み

霞
て
も
な
い
ら
ぬ
四
方
の
山
は
れ
て
は
る
ノ
ー
と
見
ゆ
る
雲
の
八
重
瀬

は
て
し
な
い
ぬ
さ
ら
め
打
重
ノ
ー
み
ど
り
さ
し
添
る
四
方
の
山
辺

壇
の
上
に
登
て
四
方
よ
詠
み
れ
ば
雲
の
間
に
見
ゆ
る
名
に
し
八
重
瀬

・
春
や
野
も
山
も
饅
た
な
び
ち
ゆ
る
空
に
あ
ら
わ
れ
る
雲
の
八
重
瀬

だ
ん
の
う
し
く
だ
り
野
原
か
ら
つ
ぐ
き
か
す
む
う
み
山
や
画
か
く
ば
か
り

遙
台
と
見
れ
ば
野
山
打
続
き
は
て
や
白
雲
の
か
上
る
八
重
瀬

詠
て
も
あ
か
ぬ
野
山
は
る
ノ
ー
と
か
上
る
白
雲
の
七
重
八
重
瀬

野
山
は
る
人
～
と
詠
承
れ
ば
高
く
富
士
に
見
ま
が
ゆ
る
雲
の
八
重
瀬

夏
涼

南
壇夏
の
ま
ひ
る
（
ま
）
も
あ
つ
さ
忘
れ
や
い
扇
子
手
ぱ
な
し
ゆ
さ
風
の
軒
ば

恵
み
あ
る
風
に
夏
草
も
な
び
ち
立
寄
い
を
が
む
袖
の
す
だ
し
や

御
名
の
ご
と
夏
も
あ
つ
さ
忘
や
い
す
だ
し
風
た
の
む
玉
の
う
て
な

春
の
い
と
桜
桃
と
い
つ
ま
で
も
花
の
枝
か
わ
て
咲
る
清
さ

王
水
に
移
る
影
ま
で
も
美
さ
桃
と
桜
木
の
花
の
栄

玉
の
御
屋
敷
に
も
上
と
桜
木
の
花
や
み
よ
し
の
人
春
の
心

も
上
と
い
つ
ま
で
も
色
よ
あ
ら
そ
へ
て
咲
や
桜
木
の
花
の
美
さ
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秋
月

園
菊 空
も
情
わ
た
る
秋
の
夜
の
御
月
池
に
照
り
う
っ
て
光
り
ま
し
ゅ
さ

さ
や
か
て
り
渡
す
秋
の
月
影
に
露
ま
で
も
み
が
く
玉
の
御
庭

か
わ
て
照
り
清
さ
秋
の
よ
の
月
の
池
水
に
う
つ
る
影
も
す
め
て

空
澄
て
秋
や
て
る
月
も
清
ら
さ
千
代
の
か
げ
う
つ
す
池
の
か
守
永

秋
風
の
吹
ぱ
そ
ら
も
す
み
渡
て
玉
水
に
て
ゆ
る
月
の
清
ら
さ

そ
ら
に
す
む
月
も
君
が
万
世
の
秋
や
よ
く
ま
さ
て
か
げ
の
清
ら
さ

月
に
磨
か
れ
る
露
の
玉
ひ
る
て
糸
に
の
ち
遊
ぱ
秋
の
今
宵

他
の
玉
水
に
千
代
の
か
げ
う
つ
ち
す
み
わ
た
る
秋
の
月
の
清
ら
さ

君
が
万
代
の
か
げ
や
玉
水
に
う
つ
ち
す
み
渡
る
秋
の
御
月

春
よ
あ
ざ
む
き
や
い
秋
に
咲
菊
の
花
の
い
る
ノ
ー
の
霜
に
ほ
く
て

夏
の
日
の
あ
つ
さ
凌
ら
ぬ
も
の
よ
か
に
も
す
ぐ
し
さ
め
風
の
軒
端

夏
の
日
ど
や
す
が
押
風
の
す
だ
し
や
あ
つ
さ
忘
ゆ
さ
玉
の
う
て
な

夏
山
の
こ
か
げ
若
葉
さ
し
そ
へ
て
袖
の
し
た
す
ぐ
る
風
の
す
だ
し
や

玉
の
御
屋
敷
の
千
代
の
松
風
ど
万
代
の
池
に
あ
つ
さ
わ
す
て

ス
ズ

凌
し
さ
や
夏
の
あ
つ
さ
忘
れ
よ
さ
千
代
の
松
風
の
や
ど
る
う
て
な

千
と
し
松
風
の
す
ぐ
し
さ
に
夏
の
あ
つ
さ
忘
れ
よ
さ
玉
の
う
て
な
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農
歌

き
け
ば
う
れ
し
さ
や
原
の
人
食
の
よ
が
ふ
い
ざ
な
ゆ
る
晩
の
歌
声

は
る
Ａ
～
に
ひ
ｆ
く
う
た
の
お
も
し
ろ
さ
民
の
よ
ろ
こ
び
よ
君
に
告
て

聞
け
ば
嬉
し
さ
や
ゆ
た
か
な
る
御
世
に
遊
び
た
の
し
み
よ
る
は
る
の
う
た
声

は
る
人
の
戻
る
う
た
の
面
白
さ
よ
が
ふ
願
し
き
よ
る
肝
の
含
で

豊
な
る
御
代
や
聞
け
ば
面
白
さ
世
果
報
喜
び
よ
る
原
の
歌
声

世
果
報
し
に
ゆ
ぐ
と
て
は
る
ノ
ー
の
ち
ま
た
歌
う
た
て
遊
ぶ
御
世
の
嬉
し
や

聞
け
ば
ほ
た
か
ち
や
の
昔
く
り
も
ど
ち
世
か
ふ
し
に
ゆ
ぐ
よ
る
は
る
の
歌
声

聞
く
も
面
白
さ
ひ
ぐ
に
は
る
人
の
世
果
報
い
ぐ
ま
し
ゆ
る
四
方
の
歌
声

豊
な
る
御
代
や
原
の
入
念
も
朝
夕
喜
び
の
歌
声
ば
か
り

御
座
敷
に
近
く
打
笑
て
花
の
う
れ
し
ご
と
ば
か
り
き
く
の
す
が
た

嬉
し
さ
や
君
が
こ
と
ぶ
き
よ
の
く
る
き
く
に
い
く
千
世
の
祝
ひ
契
て

秋
ご
と
に
見
れ
ば
嬉
し
ご
と
菊
の
花
に
お
く
露
や
君
が
恵
み

嬉
し
ご
と
き
く
の
花
の
色
々
に
君
が
幾
千
代
の
齢
い
含
で

嬉
し
ご
と
き
く
の
花
の
枝
ご
と
に
千
代
の
秋
こ
め
て
さ
ち
や
る
清
ら
さ

恵
み
あ
る
露
に
笑
て
咲
く
菊
の
御
掛
け
ぽ
さ
へ
美
世
の
匂
の
立
さ

君
が
代
は
い
つ
も
嬉
し
ご
と
ば
か
り
き
く
の
眉
ひ
ら
き
咲
る
清
ら
さ

御
世
の
長
月
に
ち
ぎ
て
咲
菊
の
花
の
御
簾
き
に
匂
ま
さ
て

2０



春

氾
・
北
谷
王
子
常
盤
な
る
松
の
か
わ
る
こ
と
な
い
さ
め
い
つ
も
春
く
れ
ば
色
ど
ま
さ
る

め
ぐ
て
春
く
れ
ば
常
盤
な
る
松
も
翠
さ
し
そ
へ
て
色
ど
ま
さ
る

４７布
越
来
按
司
深
山
鴬
や
節
や
し
ら
れ
ど
も
梅
の
匂
し
き
ど
春
や
し
ゆ
ら

花
初
春
に
な
れ
ば
深
山
鱗
の
咲
梅
に
来
鳴
声
の
し
ゆ
ら
し
や

笠
に
音
な
い
ら
ぬ
ふ
ゆ
る
春
雨
や
野
山
立
か
く
す
霞
と
も
て

７７８
春
の
山
川
や
花
の
水
鏡
色
深
く
う
つ
る
影
の
美
さ

７

7２７１７０６９６８６７６６６５６４

同与真登松大同浦

松
波

寝
ざ
め
お
ど
ろ
き
に
波
の
音
と
め
ば
そ
ら
に
吹
く
あ
ら
し
松
の
ひ
ぐ
き

波
の
音
と
も
て
聞
け
ば
我
が
君
の
千
と
し
松
の
葉
の
風
の
ひ
く
き

冬
の
小
あ
ら
し
の
松
の
葉
に
吹
ぱ
山
に
さ
ぐ
波
の
音
声
立
ゆ
さ

松
に
音
信
る
夜
嵐
に
で
や
ん
す
我
肝
さ
寸
波
の
音
の
淋
し
（
や
）

波
の
音
と
も
て
立
出
て
見
れ
ば
松
に
打
そ
よ
ぐ
山
の
ひ
ぐ
き

池
に
す
だ
ん
～
と
打
よ
す
る
波
の
こ
上
る
よ
わ
ま
し
よ
る
松
の
葉
音

か
す
か
遙
汽
と
波
の
音
と
め
ば
千
年
ま
つ
山
の
松
の
葉
音

識
名
う
や
し
き
の
し
げ
る
松
の
は
に
し
づ
か
な
る
波
の
音
（
の
）
立
さ

冬
の
空
や
す
が
玉
の
御
屋
敷
の
千
年
松
波
の
音
の
し
づ
か

2１
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９７
春
の
曝
〔
曙
〕
に
庭
の
さ
ん
ば
し
り
押
開
く
花
の
匂
の
し
よ
ら
し
や

釦
春
や
野
も
山
も
百
合
の
花
盛
り
行
そ
ゆ
る
袖
の
匂
の
し
よ
ら
し
や

、
本
部
按
司
春
く
れ
ば
野
山
さ
か
い
あ
ら
わ
れ
て
百
年
ま
で
咲
る
花
の
美
さ

8２

春
や
花
盛
り
深
山
鴬
の
匂
忍
で
ほ
け
る
声
の
し
ゆ
ら
し
や

鴬
と
梅
や
あ
か
ん
縁
さ
ら
め
の
ち
よ
て
春
く
れ
ば
ま
た
ん
そ
ゆ
さ

う
め
と
鴬
や
の
き
ど
又
そ
よ
る
ん
ざ
う
と
わ
が
な
か
や
い
つ
も
そ
よ
さ

御
代
の
春
風
に
さ
そ
わ
れ
て
出
る
深
山
瀧
の
声
の
し
ゆ
ら
し
や

春
や
花
ご
と
に
深
山
鴬
の
匂
惜
み
か
ね
て
鳴
る
し
ゆ
ら
し
や

飛
切
〔
散
〕
る
梅
に
忍
ぶ
鱗
の
匂
惜
み
か
ね
て
鳴
る
し
ゆ
ら
し
や

田
舎
礒
（
）
も
節
や
た
が
わ
ず
に
春
の
薦
の
ほ
け
る
し
ゆ
ら
し
や

深
山
咲
梅
や
誰
が
知
が
与
所
の
忍
ぶ
鴬
の
な
か
ん
間
や

鱗
の
外
に
知
人
や
な
い
さ
め
奥
山
に
咲
る
梅
の
色
香

梅
の
匂
忍
ぶ
春
の
鷲
や
た
る
に
と
ひ
（
）
や
が
花
の
い
き
や
の

匂
に
お
か
さ
れ
て
花
の
本
忍
で
春
の
鴬
の
初
声
聞
や
さ

春
や
花
盛
り
匂
ひ
立
増
て
笠
に
匂
う
つ
ち
思
ひ
と
め
ら

初
春
に
出
て
ぼ
さ
つ
花
見
れ
ば
花
も
咲
清
さ
な
い
や
し
げ
さ

霞みたつ山の“狂瀝塞坤”て“陸巍麺硴緬て匂のしゆらしや
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船
越
来
按
司
飛
立
る
蝶
ま
づ
よ
ま
て
列
ら
我
身
や
花
の
本
し
ら
ん
あ
も
の

師
尚
願
王
年
や
立
か
わ
て
初
春
の
空
に
に
わ
か
つ
き
出
た
る
松
の
翠

肥
春
毎
に
つ
め
て
年
や
か
さ
ね
と
も
い
つ
も
我
が
心
花
ど
や
ゆ
る

中
垣
の
あ
け
ま
吹
こ
め
よ
る
風
に
哀
咲
梅
の
匂
の
し
ゆ
ら
し
や

９９ｍ
春
の
夜
は
ね
や
の
内
ま
で
も
梅
の
手
枕
に
う
つ
る
匂
の
し
ゆ
ら
し
や

１１Ｏ
ね
て
さ
め
て
一
期
春
の
瀧
の
詠
よ
さ
梅
の
花
の
か
げ
に

１２Ｏ
嬉
し
さ
や
め
ぐ
て
初
春
に
な
れ
ば
翠
さ
し
そ
へ
る
松
の
美
さ

１３０
千
里
ま
で
匂
吹
越
る
花
の
本
木
た
づ
ね
や
い
詠
め
ぽ
し
や
の

１皿
初
春
に
な
れ
ば
心
う
か
さ
れ
て
花
の
本
忍
で
出
て
行
ゆ
ん

１５Ｏ
忍
ぶ
鴬
の
ほ
け
る
声
や
閲
ね
な
ま
で
咲
出
ら
ん
春
の
梅
や

１噸
神
村

庭
の
梅
が
枝
に
深
山
灘
の
浦
☆
と
鴨
ゆ
る
声
の
し
よ
ら
し
や

夏

春
過
て
夏
に
立
か
へ
て
咲
る
樟
の
紅
の
花
の
都

春
の
花
染
の
袖
や
振
替
て
涼
を
と
き
上
や
る
夏
の
衣

蝉
の
羽
衣
に
花
の
匂
う
つ
き
行
春
の
名
残
り
伽
に
し
や
び
ら

夏
の
日
の
暑
さ
あ
ま
り
す
ぎ
ら
▲
ん
流
水
た
よ
て
す
だ
み
ぽ
し
や
の

夏
や
山
川
の
流
水
た
よ
て
押
列
て
互
に
す
だ
み
ぼ
し
や
の

2３
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若
夏
が
な
れ
ば
心
浮
さ
れ
て
で
か
や
う
ま
は
だ
苧
よ
引
ひ
遊
ば

夏
の
池
水
に
露
う
け
て
咲
ゆ
る
菖
蒲
か
き
つ
ば
た
見
れ
ぱ
す
だ
し
や

夏
雨
の
過
て
露
の
玉
結
ぶ
庭
の
な
で
し
こ
の
花
の
美
さ

浦
添
王
子
朝
烹
花
の
袖
か
へ
ち
に
や
ひ
も
打
招
け
す
ぐ
し
風
呼
る
野
辺
の
す
上
き

東
氏
安
仁
屋
里
之
子
親
雲
上
政
章
流
水
た
よ
て
木
の
蔭
に
あ
す
で
夏
の
日
の
箸
す
だ
む
鱈
し
や

同
ま
し
ら
さ
き
な
だ
る
野
辺
の
花
す
生
き
風
に
さ
そ
わ
れ
て
な
び
き
美
さ

手
に
な
れ
し
扇
子
の
風
の
な
い
も
あ
れ
ば
い
ち
ゃ
し
暮
す
よ
が
夏
の
暑

打
招
く
扇
子
の
風
に
さ
そ
わ
れ
て
閾
に
い
る
月
の
影
の
す
だ
し
や

柳
初
翠
川
に
垂
か
上
て
水
に
影
移
す
月
の
恋
し
（
や
）

笠
に
音
立
て
上
ふ
た
る
夏
雨
も
な
ま
や
打
晴
て
て
だ
の
て
よ
さ

涼
し
さ
や
夏
の
箸
忘
れ
よ
さ
玉
の
風
鈴
の
音
声
聞
ぱ

花
の
匂
と
ま
る
花
染
の
御
袖
あ
さ
上
羽
御
衣
に
（

）

喜
屋
武
按
司
庭
の
青
柳
ふ
〔
の
〕
糸
に
白
露
の
玉
の
上
き
つ
れ
て
見
よ
る
清
さ

秋

春
に
あ
や
ま
れ
る
紅
葉
の
錦
臆
の
声
聞
ど
秋
や
し
ゆ
る

若夏がなれば心おかされて華鉢匪荷α北嶬垂汪準汪
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紅
葉
ち
り
飛
る
秋
の
山
川
に
柵
み
よ
立
て
詠
め
ぼ
し
や
の

神
山
親
雲
上
急
ぐ
路
よ
ど
で
見
る
ほ
ど
も
美
さ
沖
〔
内
〕
兼
久
山
の
炉
の
紅
葉

つ
ゆ
う
け
て

秋
）
」
と
に
見
れ
ば
庭
の
苞
〔
芭
〕
内
に
嬉
し
》
」
と
菊
の
咲
ち
や
る
美
さ

秋
の
百
草
の
紅
葉
し
よ
る
中
に
打
笑
て
菊
の
咲
や
る
美
さ

秋
の
紅
葉
ぱ
の
色
よ
り
も
ま
さ
て
嬉
し
ご
と
菊
の
花
の
美
さ

秋
の
か
な
し
さ
も
忘
れ
よ
さ
宿
の
嬉
し
ご
と
菊
の
花
の
匂
ゑ

秋
や
色
合
の
菊
の
花
ざ
か
り
錦
打
交
り
咲
や
る
美
さ

朝
日
さ
す
か
げ
に
秋
の
白
露
の
玉
の
み
が
入
れ
て
見
ゆ
る
清
ら
さ

秋
の
節
く
れ
ば
庭
の
草
の
葉
に
ふ
り
か
上
る
露
の
玉
の
清
ら
さ

恋
し
初
秋
の
月
に
み
が
上
れ
て
草
の
葉
に
う
ち
ゆ
る
露
の
し
ゆ
ら
し
や

照
る
月
の
影
に
色
や
ま
す
鏡
み
が
入
れ
て
咲
や
る
菊
の
美
さ

さ
や
か
照
る
月
に
庭
の
白
菊
の
み
が
上
れ
て
花
の
見
ゆ
る
美
さ

嬉
し
ご
と
菊
の
花
に
宿
か
ゆ
る
露
の
玉
み
が
く
月
の
清
ら
さ

具
志
川
王
子
庭
の
糸
柳
風
に
さ
そ
わ
れ
て
露
の
玉
み
が
く
十
五
夜
御
月

柳
葉
に
う
ち
ゆ
る
露
の
玉
の
ご
と
に
光
れ
影
う
つ
す
十
五
夜
お
月

誰
よ
見
れ
と
も
て
白
菊
の
花
や
露
の
玉
か
め
て
笑
て
咲
が

夏
氏
安
慶
田
里
之
子
親
雲
上
春
の
草
花
も
も
ど
か
し
や
に
思
て
笑
て
咲
菊
も
す
れ
て
行
さ

あ
か
い
さ
ん
は
し
り
つ
き
あ
け
て
見
れ
ば
庭
の
白
菊
の
咲
や
る
美
さ
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豊
里
菊
よ
や
し
な
や
ひ
百
世
ま
で
ん
ち
ゃ
る
人
の
梯
の
花
に
残
て

秋
や
こ
ん
と
め
ば
鹿
の
啼
た
す
が
風
に
白
菊
の
匂
ゑ
も
た
き

晴
る
か
と
見
れ
ば
や
が
て
打
曇
て
時
雨
そ
め
ま
さ
る
山
の
紅
葉

秋
風
と
列
て
吹
廻
し
ノ
ー
軒
に
咲
蘭
の
匂
の
し
ゆ
ら
し
や

庭
の
松
風
に
柚
や
さ
そ
わ
れ
て
涼
食
ノ
ー
［
マ
マ
］
と
を
が
む
十
五
夜
御
月

見
れ
ば
秋
風
の
雲
や
吹
は
ら
て
四
方
に
照
り
満
る
十
五
夜
御
月

昔
見
初
た
る
人
や
た
が
や
ゆ
ら
月
に
尋
ね
ぽ
し
や
秋
の
今
宵

空
晴
て
今
宵
有
明
の
月
も
す
め
て
照
り
ま
さ
る
影
の
清
さ

喜
屋
武
按
司
治
と
る
御
代
や
空
晴
て
月
も
さ
や
か
照
り
渡
す
秋
の
十
五
夜

有
明
の
空
や
雲
霧
も
晴
て
す
め
て
照
る
月
の
影
の
清
さ

名
に
立
る
ご
と
に
空
も
す
み
わ
た
て
い
つ
よ
い
も
月
の
影
の
清
さ

宜
野
湾
按
司
詠
め
て
も
あ
か
ぬ
秋
の
山
寺
に
さ
や
か
て
り
渡
る
月
の
御
影

侍かねる今宵くもちりも晴て誠名に立るⅧ麺夜御月
此
秋
や
君
が
嬉
し
ご
と
菊
の
い
つ
よ
り
も
増
て
咲
や
る
美
さ

菊
見
し
き
戻
る
我
が
宿
の
土
産
に
あ
た
ら
花
や
て
も
一
枝
を
ら
な

尚
育
王
名
に
立
る
今
宵
く
も
り
な
い
も
あ
れ
ば
水
も
玉
鏡
か
げ
の
清
さ

だ
ん
ぎ
よ
豊
ま
れ
る
秋
の
夜
の
御
月
針
に
糸
貫
さ
し
よ
ら
し
無
蔵
が
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冬

天
の
御
定
り
や
い
つ
わ
り
や
な
ら
ぬ
時
雨
雲
わ
た
る
冬
の
初

７６１閲
白
露
の
玉
ど
今
日
や
初
霜
の
草
に
置
か
わ
て
冬
や
き
Ｌ
や
る

１ｍ
喜
屋
武
按
司
冬
に
の
が
空
や
花
の
ち
り
う
て
る
も
し
か
雲
の
内
春
や
あ
ら
れ

、
秋
く
れ
て
冬
に
う
つ
り
行
菊
の
紫
の
色
や
花
の
名
残
り

１

糸
に
の
か
れ
よ
て
賃
と
め
て
見
ぼ
し
や
さ
ら
ノ
ー
と
ふ
ゆ
る
玉
の
あ
ら
れ

１７１ｍ
嵩
原
里
之
子
真
北
吹
風
の
つ
め
ら
れ
ば
い
ち
や
し
冬
と
知
れ
よ
が
今
夜
の
月
や

庭
に
さ
ら
ノ
ー
と
た
が
足
よ
と
め
ぱ
菜
の
葉
う
つ
あ
ら
れ
人
や
を
ら
ぬ

３７１

春
の
初
花
も
秋
の
夜
の
月
も
わ
す
て
詠
ゆ
る
雪
の
清
さ

４７１

と
め
て
と
め
ら
▲
ぬ
老
の
し
が
ら
み
に
明
日
や
春
の
浦
｝
」
じ
ゆ
ん
と
思
（
ぱ
）

５７１

庭
の
高
こ
ぱ
に
音
立
て
ふ
ゆ
る
綴
よ
れ
こ
ぼ
す
年
や
よ
が
ふ

６７１

虎
瀬
山
出
る
秋
の
夜
の
御
月
く
も
り
な
き
御
代
の
鏡
さ
ら
め

八
月
の
十
五
夜
は
〔
そ
〕
な
れ
や
ひ
見
れ
ば
天
久
白
浜
の
月
の
清
さ

秋
風
の
立
ぱ
の
が
そ
さ
う
に
み
し
や
う
る
著
さ
す
だ
ま
し
ゆ
る
玉
の
団
羽

節
や
立
か
わ
て
秋
に
な
て
を
す
が
朝
夕
は
な
さ
ら
ぬ
玉
の
団
羽

喜
屋
武
按
司
糸
柳
枝
に
の
か
れ
ゆ
る
露
の
玉
め
が
く
月
の
影
の
清
さ

”



191 190 1８９１８８１８７１８６１８５１８４ 1８３１８２１８１１８０１７９１７８１７７

毛
氏
野
里
親
雲
上
安
里
〔
重
〕

お
ぎ
や
か
も
い
御
代
に
か
れ
い
（
な
）
を
て
さ
ら
め
二
月
御
船
う
け
て
い
き
や
い
き
典
や
い

向
氏
津
嘉
山
親
方
朝
徳
世
界
や
物
音
も
鳴
鳥
の
声
も
晴
て
有
明
の
月
の
き
よ
ら
さ

英
祖
王
御
代
英
祖
の
い
ぐ
さ
も
い
夏
過
て
冬
や
御
酒
も
て
よ
ら
て
遊
び
め
し
や
う
ち

察
度
王
御
代
豊
む
謝
名
も
い
が
謝
名
上
原
の
ぽ
て
け
や
げ
た
る
露
の
玉
の
美
さ

尚
巴
志
王
御
代
月
し
ろ
の
守
り
勢
高
の
真
物
の
〔
桁
入
〕
御
か
げ
照
り
わ
た
て
国
や
守
る

尚
円
王
御
代
西
の
松
金
が
い
き
ち
ゃ
み
す
め
し
や
う
ち
御
ぢ
や
ん
な
し
ぶ
り
や
拝
ぶ
し
や
の

尚
真
王
御
代
お
ぎ
や
か
も
い
御
代
や
あ
め
ち
あ
い
ち
な
と
て
時
た
が
ん
雨
の
ふ
れ
ぱ
よ
が
ふ

赤
犬
子
穂
花
咲
ぢ
れ
ぱ
ち
り
ひ
ぢ
も
つ
か
ぬ
し
ら
ち
や
ね
や
な
び
ち
あ
ぶ
し
ま
く
ら

いしなどの石の大瀬なるまでもうかけぽせいめしゃれ需鏑娃輌郵志
天久親雲上首里天加那志柁鄙桂坤沖鉈窺われ御万人のまぎり拝ですでら

豊
な
る
御
代
の
し
る
し
あ
ら
わ
れ
て
雨
露
の
恵
み
時
も
た
が
ん

上
下
の
綾
門
関
の
戸
も
さ
上
ぬ
治
と
る
御
代
の
し
る
し
さ
ら
め

波
風
の
音
も
静
な
る
な
ま
の
御
代
に
生
た
る
民
の
嬉
し
や

あ
ま
み
こ
の
御
神
天
下
り
め
し
や
（
う
）
ち
つ
く
る
島
国
や
世
含
に
栄
る

歌
と
三
味
線
や
〔
の
〕
昔
始
い
や
犬
子
ね
あ
が
い
の
神
の
み
さ
く

雅
頌

2８
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十
日
越
の
夜
雨
草
葉
お
ろ
わ
し
よ
す
御
か
け
ぼ
さ
い
御
代
の
し
る
し
さ
ら
め

＋
日
越
の
夜
雨
と
き
た
が
ん
あ
れ
ば
誠
弥
勒
世
の
近
く
な
と
さ

あ
ま
ん
代
の
昔
く
り
戻
き
さ
ら
め
十
日
越
の
夜
雨
時
も
た
が
ん

弥
勒
代
や
目
の
前
引
よ
す
て
を
す
が
ふ
た
か
ち
や
の
布
や
う
た
め
童

豊
な
る
御
代
や
今
年
な
て
を
れ
ぱ
ふ
た
か
ち
や
の
布
ど
ね
ほ
く
な
た
る

弥
勒
代
の
昔
く
り
戻
ち
を
も
の
打
寄
て
遊
ぱ
花
の
童

弥勒代の昔くり戻ち雪匪め御万人の間切遊ぶ嬉しや
道会の巷歌うたて遊ぶ弥勒代の頓て近くなた幸

与
那
原
親
方
首
里
加
那
志
天
の
百
年
の
御
祝
幾
世
く
り
戻
す
数
や
し
ら
ん

春
風
や
君
が
御
心
に
た
と
て
な
び
く
若
草
や
民
の
す
が
た

春
に
吹
風
や
首
里
天
加
那
志
な
び
く
若
草
や
民
の
す
が
た

恵
み
あ
る
御
代
の
春
風
に
な
び
く
青
柳
の
糸
や
民
の
す
が
た

豊
な
る
御
代
や
民
草
も
な
び
く
庭
の
糸
柳
風
に
な
び
く

御
慈
悲
あ
る
故
ど
御
万
人
の
ま
ぎ
り
上
下
も
そ
ろ
て
仰
ぎ
を
が
む

照
る
日
の
ご
と
に
仰
ぐ
我
が
君
や
盛
り
行
御
代
の
限
り
な
い
さ
め

長
浜
の
真
砂
よ
み
や
つ
く
す
と
も
い
き
ん
つ
く
さ
ら
〔
り
〕
め
君
が
恵
み

六
十
か
さ
び
れ
ば
百
二
十
の
御
年
御
掛
ぼ
さ
い
め
し
や
う
れ
我
御
主
加
那
志

二
葉
あ
る
松
の
老
木
な
る
迄
も
御
掛
ぼ
さ
い
め
し
や
う
れ
拝
で
す
で
ら

2９
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首
里
天
加
那
志
松
の
し
ん
た
て
上
し
た
草
に
な
や
い
朝
夕
を
が
ま

御
掛
ぼ
さ
い
御
代
の
し
る
し
あ
ら
わ
れ
て
野
山
咲
花
も
匂
の
し
ゆ
ら
し
や

御
万
人
よ
そ
ろ
て
か
み
願
よ
し
や
ぴ
ら
恵
み
あ
る
御
代
の
（
百
の
）
嬉
し
や

御
主
加
那
志
御
慈
悲
嶋
国
の
間
切
い
き
渡
て
の
こ
る
方
や
な
い
ら
ん

道
ひ
ろ
さ
御
代
に
生
た
る
し
る
し
こ
〔
う
〕
た
の
玉
ひ
る
て
寄
合
て
遊
ぱ

打
か
さ
ね
た
～
か
さ
ね
よ
る
御
祝
御
代
の
御
栄
の
し
る
し
さ
ら
め

遊
び
ぼ
し
や
あ
て
も
ま
ど
に
遊
ば
れ
め
首
里
天
加
那
志
御
祝
や
ぐ
と

首
里
天
加
那
志
を
が
で
の
か
れ
ら
ん
遊
で
の
か
れ
ら
ん
御
茶
屋
御
殿

恵
み
あ
る
露
に
千
代
の
色
深
く
染
る
若
松
の
な
だ
る
美
さ

宜
野
湾
按
司
月
の
照
る
ご
と
に
浮
世
あ
き
ノ
ー
と
打
仰
ぐ
民
や
百
の
嬉
し
や

同
治
と
る
御
代
の
し
る
し
あ
ら
わ
れ
て
深
山
す
む
鳥
も
人
に
な
れ
て

虎
瀬
山
出
る
秋
の
夜
の
御
月
く
も
り
な
き
御
代
の
鏡
さ
ら
め

唐
土
天
加
那
志
浮
名
お
か
な
し
や
上
語
ら
て
も
与
所
の
だ
に
や
す
ら
ぬ

尚
育
王
新
玉
の
朝
に
四
方
の
民
そ
ろ
て
唐
土
天
加
那
志
千
代
の
御
願

も
上
と
年
寄
の
打
笑
て
い
ま
い
ぬ
う
れ
ど
世
盛
の
し
る
し
さ
ら
め

恵
み
あ
る
御
代
の
し
る
し
や
ら
今
日
や
空
に
情
渡
る
月
も
清
さ

東
り
立
つ
雲
や
よ
が
ふ
し
に
く
よ
い
や
が
て
弥
勒
世
の
近
く
な
よ
さ

勝
連
の
鳩
や
通
ひ
ぼ
し
や
あ
す
が
和
仁
屋
間
門
の
う
し
ほ
の
け
や
ひ
あ
ぐ
で

稲
や
か
い
ひ
ろ
て
就
〔
乾
〕
し
か
れ
も
し
き
よ
て
よ
か
る
日
よ
選
で
ま
ぎ
で
遊
ぱ

3０
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夏
氏
田
嶋
親
方
御
主
加
那
志
御
願
七
の
こ
な
揃
て
出
立
る
き
も
に
さ
び
の
あ
る
ゑ

与
那
原
親
方
親
子
お
し
つ
れ
て
出
立
る
今
日
や
首
里
加
那
志
天
の
御
祝
や
ご
と

与
那
原
親
方
い
つ
か
だ
ら
と
も
て
御
待
し
ゆ
る
内
に
御
船
や
ひ
と
は
し
ら
那
覇
の
港

同
朝
水
に
面
洗
て
九
重
に
登
て
御
主
加
那
志
美
御
機
を
が
ま

規
戒

尚
質
王
御
製
十
尋
屋
に
を
て
も
八
尋
屋
に
を
て
も
肝
ど
肝
さ
ら
め
按
司
も
下
司
も

近
さ
た
る
が
け
て
油
断
ど
も
す
る
な
梅
の
葉
や
花
の
匂
や
し
ら
ぬ

名
護
親
方
程
順
則
鳥
だ
ん
す
深
山
し
げ
る
谷
い
ら
で
我
が
身
か
く
さ
み
る
こ
と
の
し
ゆ
ら
し
や

同
月
も
照
り
清
さ
糸
か
ま
い
れ
童
露
の
玉
ひ
ろ
て
い
ち
や
ゐ
遊
ぱ

伊
氏
惣
慶
親
雲
（
上
）
忠
光
仲
嶋
の
小
堀
あ
み
打
が
行
か
ば
物
よ
思
詰
め
れ
お
そ
の
住
家

奥
武
親
雲
上
母
し
よ
ノ
ー
な
働
の
世
に
名
の
こ
さ
れ
め
し
め
て
親
の
こ
し
ひ
か
ぬ
ご
と
に

与
那
原
親
方
、
一
本
ニ
ハ
神
村
親
方
室

深
山
そ
こ
も
よ
る
月
の
か
げ
し
ら
ぬ
与
所
目
な
い
ん
と
も
て
し
ち
や
ら
や
す
が

義
村
王
子
心
あ
て
暦
け
胸
内
の
鏡
物
の
影
う
つ
す
宝
だ
い
も
の

与
那
原
親
方
假
令
へ
物
毎
に
す
ぐ
れ
や
い
を
て
も
人
の
み
ど
こ
ろ
や
誠
ひ
と
つ

与
那
原
親
方
、
一
本
一
六
登
川
親
方

慎
の
一
宇
身
に
守
て
を
れ
ぱ
も
の
ご
と
に
わ
た
て
軽
我
や
な
い
さ
め

3１
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尚
敬
王
御
製
我
が
身
つ
で
見
き
ど
与
所
の
上
や
し
ゆ
る
無
理
す
る
な
浮
世
情
ば
か
い

尚
穆
王
御
製
世
界
に
生
ら
ぱ
物
よ
思
つ
め
れ
無
理
す
る
な
人
や
情
ば
か
り

こ
の
世
人
間
や
皆
弟
ぢ
や
と
も
れ
浮
名
御
間
切
や
一
家
内
だ
い
も
の

東
風
平
親
方
隠
さ
て
や
い
す
れ
ば
天
と
地
や
鏡
は
づ
か
し
や
影
の
う
つ
る
と
め
ば

い
き
や
し
か
く
さ
れ
が
恥
か
し
や
浮
世
て
る
月
の
光
影
ど
移
る

き
も
の
も
て
な
し
や
蓮
の
葉
の
丸
［
如
］
く
か
ど
の
あ
て
か
ど
の
な
い
ら
ぬ
ご
と
に

肝
の
も
て
な
し
や
竹
の
ご
と
す
ご
く
義
理
の
ふ
し
ノ
ー
や
中
に
こ
と
［
マ
マ
］
め
て

浮
世
な
だ
や
す
ぐ
渡
い
ぼ
し
や
あ
ら
ば
誠
よ
り
外
の
道
や
ふ
む
な

い
き
た
ら
ぬ
こ
と
や
一
人
ノ
ー
［
マ
マ
］
た
の
み
ノ
ー
互
に
補
と
て
年
や
よ
▲
る

い
き
や
し
が
な
肝
に
月
の
影
う
つ
ち
歩
む
道
ひ
ろ
く
照
ら
し
ぶ
し
や
の

胸
内
の
か
ぐ
み
く
も
り
な
い
ん
ご
と
に
み
か
き
な
き
月
の
光
う
つ
す

た
と
へ
雲
霧
の
へ
だ
て
Ｌ
も
月
の
お
そ
へ
か
く
さ
れ
め
本
の
光

ふ
し
や
あ
て
直
ぐ
か
ど
も
た
ん
ご
と
に
肝
の
も
て
な
し
や
竹
の
姿

我
ん
思
る
ご
と
に
墨
に
思
は
ま
て
人
ま
さ
い
め
し
や
う
れ
朝
夕
を
が
ま

蔦
づ
物
な
ら
い
や
楽
ど
限
れ
苦
し
や
あ
る
間
や
油
断
す
る
な

瑞
慶
覧
親
雲
上
梅
だ
い
ん
す
雪
に
つ
め
ら
れ
て
か
ら
や
花
も
匂
ま
し
ゆ
る
浮
世
だ
い
も
の

勝
れ
た
る
松
や
霜
に
あ
ら
わ
れ
る
事
に
あ
ら
わ
れ
る
人
の
心

高
さ
み
と
潮
ど
ふ
か
さ
又
ひ
ゆ
る
も
の
よ
思
つ
め
れ
世
界
の
習
や

3２
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楽
し
き
よ
る
童
あ
わ
れ
し
よ
す
見
き
や
め
あ
わ
れ
し
よ
る
老
ど
匂
や
増
る

あ
た
ら
身
や
持
ゑ
つ
ら
さ
思
な
す
な
苦
や
楽
の
も
と
へ
代
も
の

流れよる水の泡見ちゃめ童目打しよる間の浮世楚起地
宜
野
湾
按
司
与
所
く
ら
い
も
す
れ
ば
肝
ど
か
な
し
も
の
只
誠
つ
く
ち
浮
世
わ
た
れ

同
義
理
も
ふ
み
た
が
ん
仕
情
も
尽
ち
浮
世
渡
ゆ
す
ど
人
の
か
な
め

同
浮
世
も
の
ご
と
に
情
あ
る
な
ら
い
人
に
な
て
人
の
哀
れ
し
ら
れ

安
仁
屋
里
之
子
親
雲
上
蜘
の
糸
か
す
に
か
上
る
な
よ
蝶
る
忍
ぶ
ま
し
う
ち
の
花
に
迷
て

安
仁
屋
里
之
子
親
雲
上
法
の
と
も
し
び
の
て
る
方
に
向
て
蓮
花
の
憂
さ
だ
て
い
も
う
れ

夏
氏
安
慶
田
里
之
子
親
雲
上
草
葉
な
め
わ
か
き
世
界
の
た
め
し
ち
ゃ
る
神
の
代
の
昔
ま
な
で
い
も
う
れ

同
あ
た
ら
月
が
な
し
雲
の
御
衣
は
ず
て
す
だ
人
～
と
ま
は
だ
を
が
み
ぼ
し
や
の

栢堂和尚袖や紺染に染なさぬあても心定めたる人甦吋示泓》〕
つ
く
人
～
と
浮
世
た
づ
ね
や
い
ん
で
は
侍
し
や
誠
ひ
と
つ
さ
ら
め

与
所
の
上
や
誰
も
秋
の
夜
の
さ
や
か
我
身
の
よ
し
あ
し
や
よ
や
み
さ
ら
め

い
か
な
百
隠
し
か
く
ち
し
よ
る
こ
と
も
与
所
し
れ
る
習
や
浮
世
と
も
れ

瑠
璃
の
玉
ご
と
に
め
が
上
れ
め
肝
の
浮
世
馴
染
の
朽
ぬ
間
や

徳
元
里
之
子
誠
あ
る
人
の
跡
や
い
つ
ま
で
も
盛
り
行
く
例
し
数
や
知
ら
ぬ

高
宮
城
里
之
子
親
雲
上
歩
む
こ
と
深
く
思
つ
め
て
を
れ
ぱ
手
放
さ
ん
玉
の
き
づ
の
つ
き
ゆ
み

3３
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息
ば
の
よ
で
そ
し
り
欺
が
人
の
肝
の

本
部
里
之
子
我
が
身
さ
め
と
４
℃
て
与
所
の
疵
思
ぱ
い
ち
や
し
そ
し
ら
れ
が
人
の
肝
の

い
や
な
れ
ば
知
ら
れ
い
き
ど
思
知
よ
め
我
肝
し
ち
我
肝
思
て
ん
で
ゆ

五
男
安
良
城
里
之
子
親
雲
上
さ
か
て
入
る
も
の
や
又
さ
か
て
出
る
神
の
代
の
言
葉
な
ま
ど
し
ゆ
ら

浦
添
王
子
日
念
の
い
と
な
み
も
く
つ
さ
て
よ
思
な
我
身
よ
り
外
の
哀
し
ら
ば

節
か
わ
る
浮
世
し
ら
な
蝋
の
時
の
間
の
花
ど
一
期
と
も
て

尚
育
王
慎
の
一
宇
取
守
て
を
れ
ぱ
の
よ
で
そ
こ
な
よ
が
上
も
下
も

同
慎
の
あ
れ
ば
物
毎
に
よ
た
し
や
朝
夕
思
つ
め
れ
人
の
心

さ
た
す
る
な
人
の
よ
し
あ
し
の
こ
と
や
い
き
て
や
り
我
身
に
益
の
あ
る
い

竹
の
ご
と
心
ふ
し
こ
め
て
直
ぐ
た
ち
あ
を
ぐ
空
に
さ
び
や
な
い
さ
め

天
と
地
に
た
と
る
二
所
の
親
と
是
非
よ
あ
ら
そ
よ
る
道
の
あ
る
ゐ

縁
に
引
さ
れ
て
恋
に
傾
な
あ
と
に
な
ち
見
れ
ば
夢
ど
や
ゆ
る

の

野
村
里
之
子
親
雲
上
時
さ
ら
め
世
話
の
か
Ｌ
る
難
面
も
浮
世
な
ら
わ
し
シ
」
忍
で
く
ら
す

雪
に
つ
め
ら
れ
て
梅
や
匂
ま
し
ゆ
ゑ
（
つ
ら
さ
お
み
わ
す
て
節
よ
待
た
れ
）

瑞
慶
覧
親
雲
上
庭
に
咲
く
梅
や
あ
ん
美
さ
咲
ゆ
る
出
て
ん
で
童
べ
も
て
や
ん
と
な

つ
上
し
み
の
あ
て
ど
人
の
身
や
も
き
ゆ
る
わ
け
て
思
詰
め
れ
旅
の
み
や
だ

祝
嶺

身
持
か
な
し
く
や
し
よ
る
つ
も
り
や
す
が
い
き
も
又
い
ふ
も
の
忘
て
呉
な

胸
内
の
か
ぐ
み
上
が
き
あ
る
間
は
肝
の
出
入
の
思
仕
事

年
寄
や
い
づ
れ
親
の
ご
と
あ
が
み
童
か
な
し
く
や
な
し
子
ご
と
に
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日
と
に
年
波
や
よ
て
行
と
し
よ
す
が
浅
猿
や
心
い
つ
も
わ
ら
べ

は
り
川
の
水
や
は
り
や
よ
ど
む
と
も
首
里
加
那
志
美
公
事
よ
ど
み
な
よ
め

惣
慶
親
雲
（
上
）
向
て
行
先
や
暗
さ
あ
ら
だ
も
の
踏
迷
な
わ
ら
べ
死
出
の
山
路

金
城
親
雲
上
あ
け
や
う
行
先
や
暗
さ
あ
ら
代
も
の
ふ
み
迷
な
わ
ら
べ
死
出
が
山
路

雲
や
月
か
く
す
風
や
花
ち
ら
す
思
が
ご
と
な
ら
ぬ
世
界
の
な
ら
い
や

儘
な
ら
ぬ
も
の
や
恋
路
さ
め
人
の
義
理
や
そ
む
か
ら
ぬ
浮
世
や
れ
ば

年
や
は
り
川
の
流
れ
水
ご
入
る
二
度
と
も
ど
さ
ら
ぬ
も
と
の
す
が
た

読
谷
山
王
子
鳥
も
う
ら
め
る
な
鐘
も
う
ら
み
る
な
暁
の
別
り
恋
路
と
も
れ

鳥
よ
恨
て
も
鐘
よ
う
ら
め
て
も
明
る
夜
の
空
の
人
よ
侍
め

田
里

花
の
う
つ
り
香
に
引
さ
れ
て
入
る
恋
の
山
路
や
し
ば
し
と
も
な

瑞
慶
覧
親
雲
上
影
の
う
つ
ら
ぬ
で
心
み
だ
ら
す
な
月
日
こ
の
世
界
の
鏡
や
れ
ば

瑞
慶
覧
親
雲
上
肝
や
ぢ
や
ん
な
し
く
あ
れ
や
う
思
童
あ
た
ら
花
盛
り
浮
世
を
と
て

同
人
や
梅
心
く
つ
さ
し
き
あ
と
の
浮
世
ふ
る
袖
に
匂
ひ
た
ち
ゅ
さ

悔
悟

察
氏
玻
名
城
親
雲
上
童
し
よ
て
乗
た
る
竹
馬
は
な
ま
に
ご
し
や
ん
つ
く
年
の
よ
た
る
ら
み
し
や

摩
文
仁
王
子
朝
信
き
の
う
見
ち
ゃ
る
か
ぐ
み
な
ま
と
や
ゐ
見
れ
ば
知
ら
ぬ
年
寄
の
ま
か
ら
ま
う
ち
や
が

美
里
王
子
な
ま
に
な
て
肝
の
肝
ど
恨
ゆ
る
よ
し
ま
ら
ぬ
月
日
遊
び
す
ぎ
て
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哀
傷

喜
安
親
方
浮
名
秋
山
を
紅
に
染
て
大
和
吉
村
の
御
茶
の
遊
び

伊
氏
惣
慶
親
雲
上
忠
光
上
ん
殿
内
た
ん
前
は
ん
し
前
と
し
き
ゆ
て
遊
ぶ
た
る
顔
の
忘
れ
ぐ
れ
し
や

平
敷
屋
親
雲
上
乱
れ
髪
さ
ば
く
世
の
中
の
さ
ば
き
引
が
そ
こ
な
た
ら
あ
か
も
の
か
ん

同
摺
る
墨
に
涙
の
玉
つ
れ
て
入
ば
書
な
が
す
文
も
ち
り
て
見
ら
ん

毛
氏
銘
苅
子
廿
一
日
の
夢
や
い
な
昔
な
る
ゑ
さ
め
て
極
楽
の
き
ど
に
の
よ
さ

玉
城
親
方
よ
上
る
年
波
の
跡
先
よ
み
れ
ぱ
今
ど
百
歳
の
渡
中
わ
た
る

よ
し
や
な
よ
る
も
の
き
か
ぬ
な
ら
ぬ
も
の
間
ゆ
す
此
世
か
ら
彼
世
近
く
な
た
ら

安
慶
田
さ
す
花
に
向
て
た
る
ゆ
へ
に
鴨
ゆ
が
生
て
こ
の
世
界
に
見
ぼ
し
や
あ
て
ど

富
川
親
方
照
り
清
さ
あ
て
も
咲
き
美
さ
あ
て
も
誰
と
詠
よ
が
月
も
花
も

喜
屋
武
親
方
浦
添
王
子
お
弔
之
時

浅
増
や
浮
世
誰
と
語
ら
よ
が
頼
む
人
や
昔
夢
に
な
（
ち
ゆ
て
）

宜
野
湾
王
子
殿
な
ら
ぬ
世
界
に
悌
や
残
ち
行
衛
な
い
ん
人
ど
百
恨
よ
る

き
の
う
今
日
と
め
ば
い
な
昔
な
る
ゐ
馬
の
は
ゑ
し
よ
る
年
の
恨
し
や

今
年
て
や
い
い
ゆ
す
も
に
や
ま
た
過
は
て
Ｌ
た
だ
一
夜
ば
か
り
残
る
ら
み
し
や

と
め
て
と
め
ら
人
ぬ
老
が
し
が
ら
み
に
明
日
や
春
の
浦
こ
じ
ゆ
ん
と
思
ば

阿
嘉
山
筑
登
之
親
雲
上
若
さ
大
道
や
夢
内
に
す
ぎ
て
覚
め
て
あ
か
つ
き
や
上
の
泊

3６
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趣
美
里
王
子
詠
め
よ
る
内
に
梯
や
残
ち
山
の
端
に
入
る
月
の
惜
さ

麹よしや艫錨夜や更て音信驍ないらぬ一人山入端の月に向て

3４１３４０３３９３３８３３７３３６ 335 3３４３３３ 330342

沢
岻
親
方
肝
き
や
が
る
人
や
又
も
あ
る
さ
ら
め
劇
し
梯
の
忘
れ
ぐ
り
し
や

く
つ
さ
て
や
鴨
ん
す
て
上
先
な
た
る
人
の
梯
よ
夢
に
し
き
ど

野
国
按
司
月
や
月
と
も
て
与
所
や
詠
め
よ
ら
我
身
や
く
ら
さ
ら
ぬ
秋
の
か
た
み

馬
氏
伊
計
親
方
玉
の
緒
の
命
限
り
あ
て
さ
ら
め
賃
も
と
め
ら
上
ん
我
花
ち
ら
ち

東
風
平
親
方
後
世
〔
生
〕
の
長
旅
の
戻
ら
れ
ん
と
も
て
あ
て
な
し
の
童
行
き
や
ら
や
す
が

住
馴
し
母
の
懐
は
出
て
た
る
頬
で
入
が
死
出
が
山
路

あ
て
な
し
の
童
死
出
が
旅
し
め
て
山
路
踏
迷
て
泣
ら
と
め
ば

死
出
の
山
路
に
一
人
鳴
入
ら
は
手
取
て
引
た
ぱ
う
れ
阿
弥
陀
仏

あ
て
な
し
の
童
路
迷
て
鳴
ぱ
押
戻
ち
賜
れ
阿
弥
陀
仏

此
世
に
や
を
ら
ん
母
拝
ま
と
も
て
あ
け
や
う
あ
て
な
し
の
鴨
よ
明
ち

素
立
た
る
里
や
こ
の
世
に
や
を
ら
ん
誰
る
頬
て
咲
ゆ
が
無
情
の
菊
や

久
志
子
な
つ
か
し
や
人
の
こ
の
世
別
た
す
去
年
の
今
月
の
今
宵
と
め
ば

梢
果
て
あ
と
に
尋
来
て
里
が
物
思
ほ
れ
人
～
と
鳴
ら
と
め
ば

共に詠め神る人のをてからやのよで照る月に向て鳴きゆが
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躯
誰
に
暇
乞
や
語
て
先
な
た
が
し
ば
し
ま
て
列
ら
死
出
が
山
路

熱
哀
れ
胸
内
や
死
出
が
暇
乞
と
旅
に
こ
と
寄
て
い
き
や
ら
や
す
が

悲
尚
願
王
世
界
や
闇
夜
か
お
ぞ
む
人
を
ら
ん
や
が
て
開
暁
鐘
も
な
ゆ
ら
や
す
が

躯
同

上
下
や
つ
め
て
中
に
蔵
立
て
奪
取
浮
世
治
め
か
ね
て

７弘
潮
も
み
ち
ほ
く
て
渡
り
自
由
な
ら
ん
し
ば
し
ま
て
千
鳥
い
や
い
た
の
ま

魍
兼
本

な
し
や
な
し
出
ち
あ
け
や
う
母
親
や
お
と
な
我
姿
見
だ
ん
い
も
う
さ

９拠
百
の
袖
し
ぼ
て
な
き
よ
て
導
ゆ
す
声
ど
っ
と
な
よ
る
死
出
が
山
路

釦
朝
夕
さ
も
よ
ら
て
あ
か
ん
語
ら
た
る
人
も
い
な
草
の
か
げ
に
わ
か
て

１弱
た
る
と
も
て
閲
ゆ
が
一
言
も
な
い
ら
ぬ
昔
語
ら
た
る
友
ど
や
す
が

２弱
啼
が
な
し
啼
も
閲
人
や
を
ら
ぬ
共
に
啼
も
の
や
山
の
ひ
ず
き

麹
此
こ
つ
さ
し
よ
す
ん
除
多
を
ら
や
す
が
ど
く
こ
つ
さ
あ
れ
ば
一
人
と
も
て

麺
胸
内
や
な
み
だ
顔
つ
き
や
笑
て
除
多
与
所
び
ら
い
ん
す
ら
な
▲
よ
め

燕
小
橋
川
筑
登
之
聞
け
ば
な
つ
か
し
や
い
つ
ま
で
も
と
思
て
楽
も
苦
も
し
き
や
ら
や
す
が

鎚
親
の
お
も
か
を
も
知
ら
ぬ
あ
て
な
し
の
死
出
の
山
路
に
啼
ら
と
め
ば

７弱
よ
い
つ
め
る
年
に
無
蔵
や
さ
き
だ
て
△
あ
さ
が
を
の
命
た
ら
し
か
ね
て

麺
仲
程
親
雲
上
花
や
節
く
れ
ば
打
笑
て
さ
き
ゆ
い
詠
め
ら
ぬ
行
や
る
人
の
あ
わ
り

９鋸
墓
に
手
を
か
け
て
里
呼
ひ
泣
き
も
う
て
つ
き
や
め
後
世
〔
生
〕
に
返
事
も
す
ら
ぬ
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懐
古

昔
思
し
や
い
詠
れ
ぱ
や
が
て
泪
に
月
影
も
く
も
て
み
ら
ぬ

喜
屋
武
親
方
詰
め
て
思
事
や
重
な
て
ど
い
き
ゆ
る
性
も
か
き
曇
れ
夜
半
の
御
月

共
に
詠
た
る
夜
半
の
梯
や
い
つ
も
有
明
の
月
に
残
て

別
れ
て
も
互
に
情
有
明
の
月
に
思
か
げ
や
て
り
ょ
ま
さ
て

詠みれぱ誌てむかしごと迄も鈩池廓鴫鮒乱諏錘報酵鋤鯛月
昔
詠
み
た
る
波
之
上
の
御
月
な
ま
に
梯
の
照
よ
ま
さ
て

大
宜
味
親
方
互
に
思
忘
て
夢
に
な
る
む
か
し
お
び
出
さ
夜
半
の
月
に
向
て

昔
夜
や
互
に
一
人
と
ま
い
人
～
あ
れ
が
門
も
わ
門
も
月
に
た
上
ち

は
り
川
の
ご
と
に
年
波
や
立
ゐ
く
り
戻
ち
見
ぼ
し
や
花
の
む
か
し

昔
く
り
戻
ち
な
ま
に
な
き
見
れ
ば
な
つ
か
し
や
よ
ら
て
語
ら
い
ぼ
し
や
の

語
て
恋
し
さ
や
菅
ご
と
さ
ら
め
ま
こ
と
戻
さ
ら
ぬ
年
よ
や
れ
ぱ

い
き
（
や
）
た
る
ゑ
弟
ぢ
や
よ
ら
た
る
ゑ
あ
ね
べ
昔
物
語
り
で
し
き
遊
ぱ

ヨ
シ
ヤ
い
き
の
か
い
ぎ
に
か
い
ぎ
よ
で
ど
遊
ゆ
た
る
い
つ
の
間
に
里
や
お
と
な
▲
た
が

宜
野
湾
王
子
つ
く
人
～
と
一
人
昔
た
づ
ね
れ
ば
な
つ
か
し
や
よ
ら
ん
歳
ど
や
す
が

宜
野
湾
王
子
柚
ふ
た
る
昔
夢
や
ち
や
う
ん
見
で
ば
し
ば
し
慰
に
な
よ
ら
や
す
が

昔
ご
と
や
す
が
肝
に
な
ま
迄
で
も
忘
れ
が
た
な
さ
や
あ
れ
が
情
け
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な
つ
か
し
や
昔
住
な
れ
し
宿
の
露
ど
ふ
み
わ
き
よ
る
草
葉
し
げ
さ

廻
て
く
る
宿
の
頼
む
人
や
を
ら
ん
残
る
あ
ば
ら
屋
に
月
ど
て
よ
る

い
つ
か
月
の
夜
に
ど
し
二
人
つ
れ
て
忍
で
行
き
昔
語
ら
い
ぽ
し
や
の

歳
の
よ
る
儘
に
詰
て
思
出
ゆ
さ
昔
語
ら
た
る
人
の
情

小
橋
川
筑
登
之
い
つ
や
た
が
童
座
喜
味
舟
登
て
か
ぎ
枕
ら
共
に
月
見
し
や
す
や

幾
世
な
る
宿
か
住
馴
し
人
の
音
信
も
な
い
ら
ぬ
荒
よ
は
て
上

宜
野
湾
王
子
い
つ
の
夜
が
や
た
ら
恋
し
あ
か
つ
ら
の
よ
す
る
さ
寸
波
の
音
声
聞
や
す

月
日
か
さ
な
れ
ば
忘
れ
よ
ら
と
め
ば
夢
も
悌
も
し
げ
く
立
さ

袖
合
遊
ゆ
た
る
ど
し
い
き
や
て
今
日
や
昔
お
の
比
の
に
や
お
も
わ
れ
て

墓
べ
尋
れ
ぱ
昔
ご
と
や
す
が
見
れ
ば
な
ま
Ｌ
で
も
な
つ
み
立
さ

与
那
原
親
方
歳
の
よ
ら
れ
上
ば
話
て
思
わ
れ
て
共
に
語
ら
た
る
人
の
菅
し

同
菊
よ
詠
み
れ
ば
昔
唐
土
の
人
の
梯
の
花
に
浮
で

菊
よ
や
し
な
や
い
百
世
迄
で
見
き
や
る
人
の
梯
の
花
に
の
く
て

大
宜
味
親
方
い
な
昔
な
る
い
哀
語
ら
た
る
馴
し
言
葉
の
朽
ぬ
内
に

明
方
の
空
や
思
出
ゆ
さ
む
か
し
あ
れ
と
き
ぬ
人
～
の
別
り
し
ゆ
た
す

月
や
し
り
み
し
や
い
ら
有
明
の
昔
共
に
詠
た
る
無
蔵
が
行
衛

詠
み
た
る
花
や
は
る
ノ
ー
生
咲
い
昔
語
ら
た
る
人
や
さ
か
ん

4０
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共
に
詠
た
す
い
つ
の
夜
が
や
た
ら
恋
し
波
の
上
の
月
に
向
て

そ
た
る
夜
や
い
つ
が
玉
金
御
側
き
の
ふ
け
ふ
と
め
ば
昔
な
る
い

真
謝
里
之
子
親
雲
上
そ
た
る
夜
の
菅
し
尋
や
い
見
れ
ば
さ
め
て
暁
の
ゆ
め
の
こ
上
ろ

恋
し
あ
か
つ
ら
の
波
に
袖
ぬ
ら
き
通
よ
た
る
昔
わ
す
れ
ぐ
り
し
や

昔
し
の
ぶ
夜
や
波
の
鐘
聞
ど
暁
の
別
れ
限
り
し
ゆ
た
る

詠
み
れ
ぱ
つ
め
て
思
ひ
有
明
の
月
に
て
り
ま
さ
る
無
蔵
が
す
が
た

読
谷
山
王
子
袖
よ
引
と
め
て
し
ば
（
し
）
て
や
り
あ
れ
が
い
き
や
る
（
い
）
言
葉
の
忘
れ
ぐ
り
し
や

去
年
の
こ
の
時
分
恋
し
た
で
ぐ
さ
の
浦
に
詠
た
る
月
ど
や
す
が

月
に
や
そ
ら
へ
ば
忘
ら
れ
ん
と
も
て
詠
み
れ
ぱ
つ
め
て
思
ど
ま
さ
る

誰
が
宿
よ
と
も
て
立
寄
い
見
れ
ば
昔
し
住
な
ち
や
る
花
の
木
彫

喜
屋
武
按
司
互
に
恨
み
た
る
菅
し
思
出
し
ゆ
さ
山
の
端
に
か
よ
る
月
よ
見
れ
ば

あ
れ
も
詠
め
よ
ら
秋
の
夜
の
最
中
見
れ
ば
梯
の
増
て
立
す

さ
や
か
て
る
今
日
や
あ
れ
も
思
出
よ
ら
共
に
詠
め
た
る
月
に
向
て

忘
ら
て
や
り
し
ゅ
す
が
て
る
月
の
清
さ
影
つ
れ
て
見
ゆ
る
あ
れ
が
姿

喜
屋
武
按
司
開
門
鐘
の
音
や
間
ぱ
お
び
出
ゆ
さ
別
れ
路
の
つ
ら
さ
し
き
や
る
昔

玉
城
里
之
子
親
雲
上
袖
に
匂
う
つ
き
朝
夕
詠
た
る
花
の
梯
の
忘
れ
ぐ
れ
し
や

泪
袖
し
ぼ
て
哀
れ
語
ら
た
る
名
残
有
明
の
月
に
の
こ
て

お
び
出
ゆ
さ
昔
別
れ
路
の
つ
ら
さ
今
に
暁
の
鳥
声
聞
ぱ

4１
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古
跡

向
氏
粟
国
親
雲
上
見
る
人
や
つ
め
て
い
き
か
わ
い
た
～
い
つ
も
流
よ
る
許
田
の
手
水

馬
よ
引
か
へ
き
暫
て
や
い
見
ぽ
し
や
音
に
閲
名
護
の
許
田
の
手
水

赤
嶺
親
雲
上
昔
手
に
汲
す
い
つ
の
代
が
や
た
ら
水
や
な
ま
上
ま
で
も
す
め
て
を
す
が

深
く
し
き
あ
た
ら
昔
恋
事
の
い
つ
も
名
や
く
た
ぬ
許
田
の
手
水

人
し
げ
く
渡
る
仲
嶋
の
小
橋
た
が
掛
て
お
ち
や
が
島
代
と
。
、
め

う
で
ま
く
ら
共
に
詠
た
る
月
や
い
つ
の
夜
が
や
た
ら
忘
れ
ぐ
れ
し
や

思
忘
て
を
た
る
昔
ご
と
や
す
が
見
れ
ば
さ
ま
ノ
ー
の
思
ひ
増
て

咲
す
れ
る
花
に
匂
の
あ
み
や
す
が
詠
み
た
る
昔
忘
れ
ぐ
れ
し
や

枕
な
ら
び
た
る
馴
し
梯
や
今
に
な
て
一
お
も
忘
れ
ぐ
れ
し
や

宜
野
湾
按
司
思
き
や
け
も
す
ら
ぬ
昔
詠
た
る
花
よ
見
き
春
の
名
残
り
た
ち
ゆ
す

音
信
よ
閲
ぱ
お
び
出
し
ゆ
さ
昔
朝
夕
か
た
ら
た
る
人
の
名
残
り

仲吉親雲上只しばしともてかりねしやる宿の花のうつり香醇袖に包詫正
朝
夕
忘
ら
ぬ
仲
嶋
の
浦
の
こ
ひ
ぢ
積
わ
た
す
舟
の
と
ま
ひ

神
村
親
方
室
今
日
の
月
そ
ら
や
い
つ
よ
り
も
ま
さ
て
詠
れ
ば
昔
に
や
思
わ
れ
て

小
橋
川
筑
登
之
夜
女
に
照
り
明
す
い
れ
ん
火
の
基
尋
や
い
見
れ
ば
昔
や
す
が

4２
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た
と
ひ
仲
嶋
や
音
絶
て
を
て
も
い
つ
し
名
の
朽
が
恋
の
小
橋

本
部
按
司
思
ち
や
け
も
す
ら
ぬ
歳
の
よ
て
渡
る
仲
嶋
の
小
橋
い
の
ち
さ
ら
め

小
橋
川
筑
登
之
月
日
あ
る
間
や
光
な
い
ん
う
ち
ゆ
め
た
と
ひ
荒
果
て
野
山
な
て
も

神
村
親
雲
上
仲
嶋
の
浦
の
冬
の
さ
び
し
さ
や
千
鳥
鳴
声
に
松
の
あ
ら
し

ラ
ガ
デ

も
ろ
こ
し
の
台

小
橋
川
筑
登
之
見
れ
ば
思
出
ゆ
さ
む
か
し
も
ろ
こ
し
の
民
と
楽
だ
る
玉
の
う
て
な

面
影
よ
残
す
許
田
の
玉
川
に
情
け
手
に
く
だ
る
水
の
か
ぐ
み

梯
よ
残
す
む
か
し
こ
の
河
に
縁
の
水
く
だ
る
無
蔵
が
手
ほ
さ

汲
よ
は
じ
め
た
る
誠
心
〔
真
〕
実
の
流
て
も
た
へ
ら
ぬ
許
田
の
手
水

手
に
く
だ
る
人
の
形
見
て
や
り
今
に
は
か
な
さ
や
滑
る
許
田
の
手
水

喜
瀬
筑
登
之
親
雲
上
手
水
し
よ
て
世
女
に
名
を
残
す
人
の
い
き
や
し
が
な
行
衛
尋
ぶ
し
や
の

天
川
の
池
に
遊
ぶ
駕
繕
の
思
ひ
羽
の
契
り
与
所
や
し
ら
ぬ

せ
▲
に

い
つ
も
名
の
く
た
ぬ
恋
ぢ
し
や
る
人
の
よ
し
や
仲
嶋
の
う
ら
に
の
こ
て

間
ぱ
淋
し
さ
や
仲
嶋
の
浦
の
友
呼
ひ
泣
ゆ
る
夜
半
の
千
鳥

波
の
夜
ひ
る
も
哀
り
鳴
渡
る
浮
世
仲
嶋
の
浦
の
千
鳥

難
面
や
千
鳥
仲
嶋
の
浦
に
誰
よ
恨
と
て
一
人
鴨
ゆ
が

瑞
慶
覧
親
雲
上
波
に
音
そ
へ
て
た
る
呼
ひ
な
き
ゆ
が
哀
仲
嶋
の
浦
の
千
鳥

恋
の
し
が
ら
み
か
仲
嶋
の
小
橋
波
の
よ
る
ひ
る
も
渡
り
ぐ
れ
し
や

仲
嶋
の
小
橋
波
や
立
ね
ど
も
あ
わ
ぬ
戻
る
夜
や
我
袖
の
ら
ち

4３
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挫
喜
屋
武
按
司
存
命
へ
て
を
れ
ば
恋
し
仲
鳩
の
名
に
立
る
小
橋
渡
て
見
き
や
さ

蝉
浦
添
王
子
誰
が
Ｌ
け
て
お
ち
や
が
花
の
仲
嶋
に
ふ
み
迷
て
行
ゆ
る
恋
の
小
橋

“
神
村
里
之
子
親
雲
上
舟
に
棹
さ
し
て
月
に
歌
う
た
て
遊
で
面
白
さ
那
覇
の
湊

迦
月
に
落
平
に
水
取
る
舟
の
歌
の
面
白
や
那
覇
の
湊

蝿
名
護
の
番
所
だ
ん
ぎ
よ
と
よ
ま
れ
る
松
と
槐
と
も
た
い
さ
か
い

９鰹
雲
霧
も
晴
て
四
方
に
照
り
満
る
月
の
住
吉
や
秋
の
今
宵

０
杯
日
も
す
だ
し
や

総
雲
霧
も
晴
て
月
や
住
吉
の
浮
世
名
に
立
る
秋
の
今
宵

１妬
月
や
あ
ま
こ
ま
に
詠
て
ど
見
ち
ゃ
る
心
住
吉
や
秋
の
今
宵

２５
世
女
に
沙
汰
さ
れ
る
天
の
羽
衣
の
名
や
い
つ
も
｝
」
た
ん
松
に
の
こ
て

４３姐
水
の
音
た
よ
て
閲
ぱ
恋
し
さ
や
昔
手
に
く
だ
る
無
蔵
が
情

遁
遙

で
か
や
う
押
列
て
詠
や
い
遊
ぱ
今
日
や
名
に
立
る
十
五
夜
だ
い
も
の

打
な
ら
し
ノ
ー
四
つ
竹
は
な
ら
ち
今
日
や
御
座
出
て
遊
ぶ
嬉
し
や

さ
や
か
照
る
月
に
さ
そ
わ
れ
て
我
身
の
詠
み
ら
ん
と
思
て
出
て
行
ゆ
ん

押
列
て
互
に
花
の
本
忍
で
袖
に
匂
う
つ
ち
詠
み
遊
ぱ

春
や
花
ご
と
に
色
ま
さ
ゑ
ノ
ー
で
か
や
う
押
列
て
詠
み
遊
ば

春
に
お
か
さ
れ
て
花
の
本
忍
で
袖
に
匂
う
つ
ち
戻
る
嬉
し
や

必
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月
も
照
り
清
さ
花
も
匂
し
ゆ
ら
し
や
で
か
や
う
押
列
て
詠
み
遊
ぱ

押
風
も
今
日
や
心
あ
て
さ
ら
め
雲
晴
て
照
す
月
の
清
さ

名
に
た
ち
ゆ
る
今
日
や
月
影
も
清
さ
思
里
よ
さ
そ
て
詠
み
ぼ
し
や
の

で
か
や
う
思
童
波
の
上
に
の
ぽ
て
さ
や
か
照
る
御
月
な
が
み
遊
ぱ

照
る
月
も
清
ら
さ
押
風
も
す
だ
し
や
押
列
て
互
に
遊
び
ぼ
し
や
の

押
風
も
た
▲
ぬ
波
の
声
も
な
い
ら
ぬ
心
暗
点
と
遊
ぶ
嬉
し
や

押
風
も
す
だ
し
や
で
か
や
う
押
列
て
さ
や
か
て
る
月
の
影
に
遊
ぱ

月
も
て
り
清
さ
花
も
匂
し
よ
ら
し
や
押
風
も
す
だ
し
や
出
て
遊
ぱ

沈
や
伽
羅
と
ぼ
す
御
座
敷
に
出
て
躍
る
我
が
柚
や
匂
の
し
よ
ら
し
や

打
な
ら
そ
竹
の
ふ
し
人
～
も
そ
ろ
て
は
た
ち
官
童
の
遊
び
美
ら
さ

花
の
風
廻
や
風
列
て
め
ぐ
る
我
身
や
友
列
て
遊
ぶ
嬉
し
や

日
も
く
れ
て
行
い
で
か
や
う
立
戻
ら
明
日
も
押
列
て
出
て
あ
そ
ば

菊
見
し
き
戻
る
我
宿
の
土
産
に
あ
た
ら
花
や
て
も
一
枝
を
た
る

今
日
や
御
行
逢
を
が
で
色
斉
の
遊
び
明
日
や
梯
の
た
つ
よ
と
め
ぱ

思
こ
と
の
あ
て
も
与
所
に
語
ら
れ
め
で
か
や
（
う
）
押
列
て
遊
で
忘
ら

蘭
の
匂
立
る
花
の
御
座
敷
や
な
ら
す
四
つ
竹
の
音
も
た
か
さ

心
う
ち
や
が
ゆ
る
春
の
野
に
出
て
風
に
袖
と
ば
き
遊
ぶ
し
や
の

4５
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栢
堂
長
老
嬉
し
さ
や
里
が
座
羽
籍
た
ぱ
う
ち
胸
に
ち
り
つ
か
ば
上
ら
て
す
て
ら

与
那
原
親
方
御
言
葉
の
花
の
匂
に
〔
は
〕
身
に
染
て
願
て
を
て
拝
ま
八
十
ま
で
も

孟
氏
宇
良
親
方
奥
に
山
桜
節
よ
お
く
れ
と
て
御
調
の
花
ど
は
つ
に
拝
む

深
山
そ
こ
お
れ
て
お
づ
も
た
る
我
身
の
あ
り
が
た
や
美
御
機
今
日
ど
拝
む

諏
訪
杢
右
衝
門
於
浦
添
衣
服
下
貸
付

寸

旅
の
う
す
衣
や
肌
さ
む
さ
あ
た
ん
う
ら
そ
へ
て
賜
ち
ぬ
く
Ｌ
な
た
さ

か
に
ゑ
る
御
座
敷
に
御
側
よ
て
拝
で
我
胴
や
れ
ば
我
胴
ゑ
つ
で
ど
見
や
く
る

尚
育
王
厚
き
御
恵
や
報
る
方
な
い
ら
ん
朝
夕
さ
ん
千
世
の
御
願
し
ゃ
く
ら

な
ら
す
四
つ
竹
の
音
に
ま
ぎ
り
て
ど
お
や
ぐ
み
さ
あ
て
も
御
側
よ
た
る

別
離

謝

糸
柳
い
き
て
我
が
い
し
ゃ
く
し
ゆ
も
の
旅
の
行
き
戻
り
糸
の
上
か
ら

見
詰
め
て
や
を
ら
ぬ
旅
の
空
だ
い
も
の
御
胴
し
き
御
躯
頼
で
た
ぼ
う
れ

見
詰
め
て
や
を
ら
ぬ
旅
の
習
い
だ
い
も
の
い
き
も
又
言
も
の
も
の
め
つ
め
れ

思
が
ご
と
な
ゆ
る
浮
世
や
た
ら
ま
せ
い
旅
の
い
く
先
も
つ
れ
て
行
い

頭
ら
よ
い
か
わ
ち
赤
糸
帯
し
め
て
我
身
つ
れ
て
御
旅
い
ま
ゐ
ち
〔
桁
入
〕
や
な
ら
れ

い
ま
い
ち
か
ぱ
里
前
御
状
も
た
ち
た
ぼ
う
れ
心
安
萄
と
御
ま
ち
し
ゃ
く
ら

4６
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里
や
明
日
出
船
の
上
み
や
げ
し
や
ぴ
が
嘉
例
吉
の
歌
ど
み
や
げ
し
や
び
る

浦
添
王
子
錦
打
重
ね
嬉
し
ご
と
菊
の
花
の
咲
く
比
に
ま
た
も
拝
む

暇
乞
も
し
よ
ら
ば
か
ね
て
か
ら
め
し
や
う
れ
明
日
出
船
な
れ
ば
も
の
も
い
や
ら
ぬ

美
懐
あ
け
て
わ
ん
か
く
ち
賜
れ
御
船
登
て
里
が
御
住
所
を
が
ま

縄
取
る
御
船
の
よ
し
ぢ
よ
し
ま
れ
め
い
ま
う
き
ま
う
れ
里
前
朝
夕
を
が
ま

よ
し
ぢ
よ
し
ま
ら
ん
旅
の
空
や
れ
ば
か
な
し
振
別
も
す
ら
な
上
よ
め

三
重
城
に
登
て
手
巾
も
ち
や
げ
れ
ぱ
早
船
の
習
や
一
目
ど
見
ゅ
る

三
重
城
に
登
て
打
招
く
扇
子
ま
た
も
廻
り
来
て
結
ぶ
御
縁

里
が
御
船
送
て
戻
る
路
す
が
ら
ふ
ら
ぬ
夏
雨
の
我
袖
ぬ
ら
ち

徳
元
里
之
子
暫
時
啼
鳥
も
心
あ
て
呉
な
三
年
別
路
の
今
宵
や
沖
蝉

別
れ
路
や
詰
め
て
近
く
な
て
く
れ
ば
片
時
も
御
側
は
な
れ
ぐ
れ
し
や

泪
よ
り
外
に
く
い
）
言
葉
や
な
い
さ
め
詰
て
別
れ
路
の
近
く
な
れ
ば

別
よ
る
袖
に
匂
う
つ
ち
賜
れ
梯
の
立
ぱ
伽
に
し
や
ぴ
ら

別
れ
よ
る
袖
に
匂
う
つ
ち
賜
れ
匂
の
あ
る
間
や
御
側
と
も
ら

別
て
梯
の
立
ば
伽
め
し
や
（
う
）
り
な
れ
し
（
匂
）
袖
に
う
つ
ち
あ
も
の

別
る
さ
め
と
め
ば
袖
に
浪
立
て
ま
た
拝
む
間
や
い
き
や
が
し
や
ぴ
ら

遊
び
染
馴
て
い
き
や
し
別
や
び
が
哀
れ
こ
の
宿
に
思
残
ち

の

小
橋
川
筑
登
之
の
上
よ
し
も
な
い
ら
ぬ
野
辺
の
か
り
宿
に
別
る
さ
や
き
や
が
な
名
残
り
立
さ

幻
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哀
り
里
よ
し
む
言
の
葉
も
た
へ
て
か
き
く
も
て
雨
の
降
な
や
す
が

語
ら
よ
る
内
に
い
こ
と
ば
や
残
ち
よ
し
ま
ら
ぬ
鳥
の
別
れ
し
ら
ち

暫
し
手
枕
に
鳥
も
啼
す
み
て
か
な
し
さ
や
あ
り
が
思
ゑ
残
ち

又
い
つ
か
吸
ら
し
ら
ん
手
枕
に
恨
し
や
い
そ
ぐ
鳥
の
初
声

避
遁
の
今
宵
鳥
や
う
た
ら
わ
ん
し
ば
し
明
雲
の
情
あ
ら
な

我
自
由
に
な
よ
て

あ
れ

自
由
な
よ
て
我
身
の
引
よ
と
め
お
か
な
立
別
る
里
が
御
衣
の
御
袖

御
側
を
て
だ
い
ん
す
思
や
ま
さ
や
び
す
別
て
我
身
一
人
な
ら
は
き
や
す
が

宜
野
湾
按
司
か
に
苦
し
や
あ
る
ゑ
侭
な
ら
ぬ
我
身
の
別
ら
て
や
（
り
）
す
れ
ば
袖
や
引
ひ

借
む
夜
や
更
て
明
雲
も
立
ゑ
に
や
ま
た
い
つ
を
が
で
百
気
の
ぴ
ゆ
さ

よ
し
ま
ら
ん
別
る
さ
ら
め

さ
ら
ば
立
別
ら
与
所
目
な
い
ん
内
に
や
が
て
暁
の
鳥
も
啼
ら

暁
や
な
た
い
上
き
（
や
）
お
そ
う
ず
み
（
し
）
や
い
が
別
る
さ
め
と
め
ば
袖
の
な
み
だ

に
や
又
い
つ
拝
で
語
る
夜
や
し
ら
ぬ
別
て
い
く
路
の
露
の
し
げ
さ

高
嶺
按
司
別
り
路
の
露
に
ぬ
れ
る
身
が
袖
や
た
が
し
ぼ
て
ほ
し
ゆ
が
て
だ
や
な
い
ら
ぬ

振
棄
て
い
つ
め
こ
ぶ
が
す
の
糸
に
か
上
る
蝉
よ
り
も
鴨
ん
し
よ
も
の

互
に
馴
染
て
秋
の
終
夜
語
ら
て
も
残
る
鳥
や
な
き
や
さ

鳥
う
た
て
だ
い
ん
す
か
に
苦
し
や
あ
も
の
又
も
開
門
が
ね
の
な
ら
は
き
や
す
が

あ
か
ぬ
別
よ
る
袖
の
白
玉
や
無
蔵
（
が
）
た
み
や
て
ど
包
で
い
き
ゆ
る
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別
り
て
も
互
に
御
縁
あ
て
か
ら
や
糸
に
ぬ
く
花
の
ち
り
て
の
ち
ゆ
め

時
の
間
の
紬
〔
袖
〕
合
深
く
染
な
き
よ
て
別
り
路
の
柚
に
波
ど
立
る

契
る
夜
互
に
明
る
間
や
し
ら
ん
語
ら
て
も
残
る
鳥
や
啼
さ

立
戻
ら
に
や
ま
た
暁
や
な
た
い
や
が
て
開
門
鐘
（
の
）
な
ら
ん
し
よ
も
の

月
の
影
だ
い
ん
す
袖
に
宿
か
よ
ゑ
暫
し
侍
み
し
や
う
れ
語
ら
い
ぼ
し
や
の

高
良
親
雲
上
よ
し
ま
れ
ん
と
思
め
ぱ
袖
取
ゐ
位
も
き
や
し
よ
が
侭
な
ら
ぬ
浮
世
だ
い
も
の

照
雲
や
し
め
て
鳥
や
ち
や
う
ん
啼
ん
侍
み
し
や
う
れ
よ
す
が
互
に
語
ら

鳥
や
う
た
ら
わ
ん
夜
や
明
て
呉
な
ま
れ
の
手
枕
の
語
ら
い
だ
い
も
の

哀
れ
暁
の
別
る
つ
れ
な
さ
や
月
に
袖
ぬ
ら
ち
戻
て
行
さ

秋
の
夜
百
夜
語
ら
て
も
あ
れ
と
（
い
）
言
葉
や
残
て
鳥
や
啼
さ

仲
程
親
雲
上
別
り
よ
る
御
袖
打
あ
け
る
風
の
見
ず
見
ら
ず
な
れ
ば
よ
く
の
涙

明
暮
の
事
や
兼
て
し
り
な
が
ら
の
よ
で
う
ら
み
よ
が
今
朝
の
別
り

里
拝
む
夜
や
宵
と
め
ば
明
る
語
ら
い
尽
さ
ら
ん
夢
の
浮
世

安
慶
田
限
り
き
て
我
身
や
先
な
や
い
を
ら
ぱ
い
づ
れ
緩
念
と
遊
で
い
ま
う
れ

豊
見
城
親
雲
上
さ
ら
ば
こ
れ
迄
か
親
と
子
の
中
も
別
て
草
枕
露
に
ぬ
れ
て

義
理
と
も
て
互
に
思
切
い
を
す
が
誠
こ
れ
迄
で
の
別
り
と
め
ば

生
別
だ
い
ん
す
か
に
く
れ
し
や
あ
る
ゐ
若
し
か
嵐
（
声
）
の
あ
ら
は
き
や
し
よ
が

人
の
思
き
り
や
あ
づ
さ
弓
心
さ
ら
ば
こ
れ
迄
で
の
別
れ
し
ら
れ
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い
つ
し
忘
よ
が
身
に
あ
ま
る
情
け
袖
に
の
ち
と
め
て
別
れ
ぐ
れ
し
や

鳥
う
た
ひ
ば
里
前
の
が
急
ぎ
め
し
や
う
る
限
り
あ
る
鐘
の
な
ら
ぬ
お
き
よ
め

害
屋
武
按
司
別
れ
路
の
空
に
つ
れ
て
い
く
も
の
や
袖
に
ち
り
う
て
る
涙
ば
か
り

前
田

ま
た
い
つ
か
て
や
り
契
る
（
い
）
言
葉
も
た
へ
て
我
柚
に
露
ど
う
ち
ゆ
る

座
喜
味
里
之
子
親
雲
上
う
つ
く
れ
や
頭
ら
さ
み
だ
り
の
侭
に
繁
く
露
濡
ち
別
れ
ぐ
れ
し
や

思
て
の
ち
を
ら
ば
ま
た
拝
む
さ
ら
め
命
の
定
り
ど
互
に
し
ら
ん

文
氏
江
例
〔
洲
〕
親
雲
上
の
が
急
ぎ
み
し
や
う
る
月
も
て
り
ぎ
よ
ら
さ
暁
よ
と
も
て
鳥
や
鳴
き
ゆ
ら

与
那
原
親
方
お
き
り
火
に
居
し
て
や
く
よ
り
も
ま
さ
て
か
な
し
振
別
の
百
の
く
れ
し
や

仕情どたのむ人のならいやすが袖とやゐ引も捨ていまい唾
あ
ひ
た
な
ま
爪
や
や
で
ど
あ
か
れ
よ
る
や
ま
な
あ
か
れ
よ
さ
あ
れ
と
我
身
や

御
衣
の
柚
と
や
い
我
が
よ
し
み
な
げ
な
き
や
な
ら
わ
ん
と
も
て
捨
て
上
い
ま
ひ
み

別
れ
た
ん
て
や
り
肝
の
別
れ
よ
め
縁
や
通
き
ゆ
て
節
ど
侍
ゆ
る

し
ゆ
ら
し
匂
袖
に
移
す
玉
金
梯
の
た
坐
は
伽
に
す
ら
に

柚
に
匂
う
つ
き
情
身
に
染
て
思
重
ね
て
ど
伽
に
し
や
く
ら

別
れ
が
た
な
さ
や
互
に
あ
ら
や
す
が
難
面
の
あ
ま
り
一
人
と
も
て

別
れ
て
も
互
に
心
有
明
の
月
と
日
の
廻
り
節
ど
侍
ゆ
る

梯
と
つ
れ
て
い
き
や
し
別
や
び
が
語
て
も
あ
か
ぬ
な
れ
し
御
側
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廻
て
ま
た
拝
む
御
縁
あ
ら
や
す
が
別
れ
よ
る
袖
や
露
の
し
げ
さ

さ
ら
ば
こ
れ
ま
で
の
別
れ
路
や
し
ら
ぬ
一
期
て
や
り
と
も
て
侭
に
し
き
や
す

里
や
浮
舟
に
我
や
そ
の
い
か
ひ
縁
の
つ
れ
な
さ
や
別
れ
ぐ
れ
し
ゃ

こ
の
難
面
さ
み
や
が
な
捨
て
い
か
れ
よ
め
た
と
へ
朝
顔
の
花
と
い
き
も

あ
か
ぬ
手
枕
に
鳥
や
鴫
渡
る
の
よ
で
こ
の
世
界
に
義
理
の
あ
よ
が

暁
の
鳥
声
我
な
い
た
が
て
を
た
す
ま
た
ぬ
開
門
鐘
の
別
れ
し
ら
き

か
な
人
～
と
互
に
か
た
ら
ゆ
る
う
ち
に
情
な
い
ん
鳥
の
別
れ
つ
げ
て

打
殺
す
鳥
も
た
よ
き
わ
れ
鐘
も
暁
の
別
れ
し
ら
す
と
が
に

小橋川筑登之あにいるあかぢやなにものなげてくいるな暁の別れしらす逹赫罪
初
逢
の
御
側
拝
む
手
枕
に
う
ら
め
し
や
つ
め
る
四
方
の
鳥
声

一
期
暁
や
衣
食
の
別
れ
語
ら
ひ
つ
く
さ
ら
ぬ
恋
の
な
ら
い
や

明
日
か
ら
や
あ
さ
て
里
が
番
の
ぼ
り
滝
な
ら
す
雨
の
ふ
ら
な
や
す
が

夏
の
夜
の
な
ら
い
や
語
ら
い
尽
さ
ら
ぬ
思
ひ
い
く
と
葉
も
の
こ
る
ら
み
し
や

暁
の
別
れ
柚
に
波
立
て
仲
島
の
小
矼
渡
り
ぐ
れ
し
や

棄
て
い
か
れ
ら
ぬ
か
な
し
さ
や
あ
れ
が
立
別
る
柚
に
す
が
て
鴨
ぱ

義
理
だ
い
も
の
き
や
し
ゆ
が
思
切
な
上
よ
め
梯
や
里
前
の
く
ち
い
ま
う
れ

義
理
や
く
れ
（
し
）
も
の
一
人
ま
し
こ
ま
て
か
な
し
い
こ
と
葉
も
語
ひ
残
ち

5１
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馬
氏
浜
元
里
之
子
親
雲
上
月
日
か
さ
な
れ
ば
歳
の
よ
る
こ
と
も
知
な
げ
な
急
ぐ
旅
の
空
や

ら
の
も

便
り
押
風
の
も
の
い
ゆ
も
の
や
れ
ば
日
食
に
音
信
や
閏
ゆ
ら
や
す
が

我
が
思
る
方
に
吹
送
る
風
の
も
の
い
ふ
も
の
や
と
て
い
や
ゑ
す
ら
な

鳴
渡
る
雁
に
文
や
ち
や
う
ん
持
ち
振
別
の
難
面
さ
い
や
ゐ
す
ら
な

鳥
や
ち
や
う
ん
飛
ん
渡
海
や
ひ
ざ
め
と
て
夢
の
ほ
れ
も
の
や
御
側
と
も
て

思
ひ
有
明
の
夜
半
の
難
面
さ
や
割
ぬ
与
所
鳩
に
を
て
ど
し
ゆ
る

谷
思
出
さ

与
那
原
親
方
旅
宿
の
ね
ざ
め
枕
側
立
て
思
出
さ
昔
夜
半
の
つ
ら
さ

同
か
に
も
難
面
さ
め
旅
の
上
の
空
や
詠
ゆ
る
月
も
伽
や
な
ら
ん

渡
海
や
ひ
ざ
め
と
て
夢
の
ほ
れ
も
の
や
か
な
し
子
よ
前
な
き
ね
な
ん
と
も
て

哀
れ
山
寺
の
鳥
声
諸
共
に
鴫
ど
あ
か
し
よ
る
旅
の
空
や

翁
氏
伊
舎
堂
親
方
渡
海
ひ
ざ
め
無
蔵
も
今
日
や
詠
め
よ
ら
見
れ
ば
思
増
る
十
五
夜
御
月

も

伽
な
よ
ら
と
も
て
詠
れ
ぱ
月
の
物
ど
思
わ
し
よ
る
旅
の
空
や

旅
の
空
や
て
も
月
や
ひ
ざ
み
ら
ん
月
に
音
信
よ
い
や
ゐ
す
ら
な

古
波
蔵
親
方
鄭
嘉
訓
難
面
さ
や
松
の
隔
て
ら
ん
あ
れ
ば
故
郷
の
ま
し
が
き
も
見
よ
ら
や
す
が

喜
屋
武
按
司
か
に
も
不
楽
さ
め
旅
宿
の
習
や
松
に
吹
く
風
の
音
声
ば
か
り

糸
柳
い
き
て
い
し
ゃ
く
し
ち
別
て
鰭
し
菊
い
き
て
又
ん
結
ぱ

5２



お
し
よ
も
は
な
れ
ら
ん
我
由
く
が
倉

認
喜
屋
武
親
方
馴
し
梯
や
旅
の
上
に
つ
れ
て
朝
夕
気
の
毒
に
成
が
心
気

諏
同

な
れ
し
思
（
無
）
蔵
が
歌
て
や
り
お
そ
で
聞
け
ば
屋
久
島
の
鳥
の
初
声

駈
豊
見
城
親
雲
上
忘
れ
よ
ら
と
も
て
月
よ
詠
め
れ
ば
物
ど
思
わ
し
よ
る
旅
の
空
や

諏
祝
嶺

い
づ
れ
嘉
例
吉
に
浮
名
先
い
も
う
ち
嬉
し
や
我
が
宿
に
語
て
賜
れ

”
尚
寧
王
御
姫
〔
妃
〕
北
風
の
ま
き
た
吹
つ
め
れ
［
て
］
を
れ
ぱ
按
司
（
お
）
そ
へ
て
だ
の
御
船
ど
ま
き
よ
る

ｏ
）

ｏ
〉

最
早
押
風
も
嬉
し
）
」
と
菊
の
花
に
音
信
の
匂
ゑ
立
さ

Ｐ
ひ

よ
く
ま
ざ
る
つ
ら
さ

卸
行
衛
し
ら
な
し
よ
て
行
兼
ら
と
め
ば
哀
れ
か
さ
な
よ
さ
旅
の
空
や

己
１

釦
な
れ
ぬ
与
所
鴫
や
か
に
も
つ
れ
な
さ
め
頬
て
語
ら
よ
る
人
も
を
ら
ぬ

⑨
日

切
す
ん
ね
く
り
舟
の
行
ゆ
る
渡
海
や
れ
ぱ
今
日
や
行
拝
で
明
日
や
き
よ
す
が

Ｑ
Ｕ

印
旅
宿
の
哀
し
ら
さ
な
や
あ
れ
に
夜
盈
に
通
は
し
ゆ
る
夢
路
た
よ
で
〔
て
〕

地
仲
程
親
雲
上
旅
の
う
ち
つ
ら
さ
忘
ら
て
や
り
し
き
ど
頬
で
詠
た
る
月
も
花
も

噸
渡
海
や
ひ
ざ
み
て
も
照
る
月
や
ひ
と
つ
あ
れ
も
詠
よ
ら
今
夜
の
空
や

躯
馴
し
悌
や
旅
ま
で
も
つ
れ
て
夜
☆
に
手
枕
の
夢
の
つ
ら
さ

師
暮
さ
ら
ぬ
く
ら
し
旅
の
上
の
空
や
朝
夕
難
面
の
は
て
も
な
い
ら
ぬ

”
旅
宿
の
ね
ざ
め
明
さ
ら
ぬ
あ
て
ど
難
面
さ
や
一
人
鳥
声
侍
る

”
さ
ず
波
の
音
に
住
馴
し
鴫
の
梯
ど
増
る
朝
も
夕
（
さ
）
も

、
〉
■
上

浜
に
打
寄
る
》
こ
ぐ
波
の
音
に
す
み
な
れ
し
島
の
思
ひ
ま
さ
て

（
ｂ

も
１

『
上

哀
れ
磯
ぱ
た
や
か
に
も
さ
び
し
さ
め
朝
夕
さ
ず
波
の
音
声
ば
か
り

穴
ｂ
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尚
寧
王
よ
か
て
さ
め
兄
弟
や
親
加
那
志
御
側
我
身
や
与
所
島
の
あ
ら
の
一
粒

よ
し
や
生
居
た
る
間
や
麓
相
に
し
き
朝
夕
し
ね
ば
か
ん
じ
や
門
に
通
て
の
し
ゆ
が

平
敷
屋
親
雲
上
夢
が
又
や
よ
ら
地
の
底
が
や
よ
ら
さ
と
ら
▲
ぬ
昔
月
の
あ
が
て

世
界
や
ふ
り
も
の
ゐ
あ
か
い
屏
風
た
て
よ
花
や
お
し
か
く
き
匂
や
き
や
し
よ
が

我
が
御
主
が
や
よ
ら
親
ほ
じ
が
や
よ
ら
さ
と
ら
Ｌ
ん
む
か
し
百
恨
み
し
や
の

石
嶺
親
雲
上
酒
も
あ
が
よ
ら
ぱ
こ
の
世
を
て
あ
が
れ
祭
し
た
ぐ
れ
の
あ
の
世
い
き
ゆ
め

よ
し
や
あ
ん
ま
主
や
よ
か
て
生
れ
島
い
ま
い
ひ
我
身
や
仲
島
の
あ
ら
の
一
粒

恩
叔
和
尚
こ
の
世
人
間
や
い
つ
も
か
に
さ
ら
め
残
る
人
な
い
ら
ぬ
市
の
夕
暮

仲
吉
親
方
花
に
山
嵐
月
の
夜
に
か
す
み
か
上
る
つ
れ
な
さ
ど
浮
世
さ
ら
め

察
氏
福
地
親
雲
上
ひ
ら
松
の
か
げ
に
忍
ぶ
あ
と
か
く
き
い
き
ゆ
れ
ど
も
与
所
の
し
ゆ
ら
と
め
ば

尚
瀕
王
い
き
た
ら
ぬ
こ
と
や
一
人
ひ
身
に
み
し
や
う
ち
百
艸
の
哀
れ
救
て
た
ぱ
う
れ

翁
長
親
方
年
や
寄
詰
て
幾
度
詠
ゆ
が
名
残
た
ち
ま
さ
る
秋
の
今
宵

紺
染
の
袖
の
い
な
く
き
ゆ
ん
と
め
ば
百
八
の
玉
や
の
か
ん
た
す
が

な
ち
ゆ
て

す

素
立
ら
ぬ
親
の
上
よ
で
我
身
生
が
花
に
押
出
ち
与
所
に
も
ま
ち

雲
や
日
か
く
す
風
や
花
き
ら
す
お
も
わ
ご
と
な
ら
ぬ
世
界
の
習
や

感
慨

尚
寧
王
御
母

〔
箆
相
に
あ
た
ら
〕

照
る
日
に
だ
い
ん
す
て
ら
さ
ご
と
し
よ
す
が
与
所
島
の
な
ら
い
や
廉
相
に
あ
に
た
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書
懐

伊
野
波
親
方
我
ほ
ら
さ
の
う
て
や
山
畠
し
よ
ん
で
夏
な
ら
ば
見
や
う
れ
粟
穂
か
ら
は

名
護
親
方
程
順
則
ほ
め
ら
れ
も
す
か
ぬ
そ
し
ら
れ
も
す
か
ぬ
浮
世
な
き
ノ
ー
と
〔
な
だ
や
す
ぐ
〕
渡
り
ぼ
し
や
の

具
志
頭
親
方
察
温
ほ
め
と
〔
ほ
ま
り
〕
そ
し
ら
り
や
世
の
中
の
な
ら
い
沙
汰
も
な
い
ん
も
の
１
の
や
く
立
が

引

新
城
親
方
ら
く
ぶ
つ
の
御
帯
よ
わ
ら
押
ま
う
き
首
里
加
那
志
美
公
事
で
わ
な
い
さ
だ
ら

名
護
親
方
程
順
則
山
路
ふ
み
わ
け
て
道
し
ら
ぱ
我
身
の
た
と
へ
な
ま
死
も
の
う
ら
み
ゆ
が

深
山
こ
ぶ
だ
い
ん
す
経
か
け
て
お
ち
ゆ
ひ
我
を
い
な
ご
な
と
て
油
断
し
や
び
み

む
ぢ
や
り
か
な
分
ち
布
に
な
す
ば
か
り
花
も
や
す
ら
み
も
織
ど
し
や
び
る

ん

安
慶
田
里
之
子
親
雲
上
自
由
な
よ
て
月
日
お
も
か
い
打
は
け
て
若
さ
大
道
に
つ
な
ぎ
お
か
な

同
竹
馬
の
昔
く
り
も
ど
し
人
～
わ
か
さ
大
道
に
一
期
の
ら
な

久
米
知
念
筑
登
之
親
雲
上
大
和
人
ト
喧
嘩
二
付
御
糾
明
之
時

た
と
へ
身
が
入
ば
ね
さ
ら
す
と
も
の
よ
で
胸
内
の
鏡
く
ら
く
な
し
ゅ
が

よ
る
年
の
戻
ち
若
く
な
ら
れ
よ
め
た
守
遊
び
み
し
や
う
れ
夢
の
浮
世

平
敷
屋
親
雲
上
斎
の
葉
ど
や
す
が
も
て
な
し
の
よ
た
し
や
曇
さ
す
だ
ま
し
ゅ
る
玉
の
団
扇

つ
く
人
～
と
一
人
心
た
づ
ね
れ
ば
自
由
に
わ
た
ら
れ
る
世
界
や
あ
ら
ぬ

宙

宜
野
湾
王
子
か
す
か
け
て
渡
る
深
山
｝
」
ぶ
こ
Ｌ
ろ
一
期
世
の
世
話
の
は
て
や
な
い
ら
ぬ

豊
見
城
王
子
、
大
上
様
御
用
ノ
時
よ
み
て
奉
る

闇
の
山
原
や
道
し
ら
ぬ
あ
も
の
月
て
ら
き
た
ぱ
う
れ
仰
ぎ
を
が
ま
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分
句

１←
政
章

草
葉
お
る
わ
し
よ
る
雨
露
の
め
ぐ
み

筋

655

噸
大
宜
味
親
方
こ
の
ち
ゃ
な
て
見
で
ば
童
な
ゐ
か
わ
て
の
た
る
竹
馬
も
の
ら
ぬ
ば
か
り

鯉
浮
世
な
ら
わ
し
と
兎
に
角
に
し
き
も
一
期
苦
み
の
さ
ね
ど
ま
き
ゆ
る

噸
尚
瀬
王
六
つ
や
六
つ
と
も
て
暁
よ
と
も
な
お
ぞ
で
さ
と
ら
上
ぬ
夏
の
あ
ら
れ

蠅
同
山
の
さ
ら
か
き
に
袖
や
ひ
か
る
と
も
匂
ひ
あ
る
花
や
た
づ
ね
ぼ
し
や
の

甑
Ｕ
」
と
葉
の
匂
ど
こ
の
世
界
の
か
た
み
き
り
て
よ
し
ま
ら
ぬ
露
の
命

蝿
た
る
が
先
な
ゆ
ら
定
ま
ら
ぬ
命
一
期
言
語
ひ
ど
遺
一
百
さ
ら
め

９“
十
日
と
め
ば
廿
日
の
く
る
日
も
多
さ
先
も
定
ま
ら
ぬ
人
の
浮
世

０侭
長
さ
す
や
あ
ま
て
い
ん
き
や
さ
や
た
ら
ん
中
墨
の
一
手
肝
の
寸
法

飼
石
嶺
親
雲
上
よ
だ
り
玉
散
ち
飲
間
の
浮
世
さ
め
て
慾
悪
の
つ
か
は
き
や
し
ゆ
が

錘
義
村
王
子
肝
の
揖
し
き
ゆ
て
渡
る
身
が
舟
や
情
け
お
そ
風
ど
－
期
た
の
む

鰯
宜
野
湾
按
司
情
け
ゆ
へ
外
に
た
の
む
し
や
な
い
さ
め
つ
く
ト
ー
と
浮
世
忍
で
見
で
は

地
同

仕
情
ど
た
の
む
た
る
が
上
に
な
て
も
忘
れ
た
い
ひ
い
き
も
思
な
お
き
よ
め

応
題

人
に
あ
る
こ
と
の
か
く
さ
ら
ぬ
あ
す
や
闇
の
夜
の
梅
の
匂
さ
ら
め
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２鈩
朝
昇

十
日
越
に
ふ
ゆ
る
御
代
の
嬉
し
や

閲

与
那
原
親
方
は
る
ん
～
と
拝
で
な
つ
か
し
や
袖
に
秋
の
夜
の
露
の
ふ
ゆ
る
し
げ
し
や

春
や
花
盛
り
夏
か
し
や
あ
れ
が
秋
は
て
人
無
蔵
が
冬
ら
と
め
ば

読
谷
山
王
子
き
よ
ら
が
さ
の
歌
と
云
ふ
八
文
字
ヲ
冠
首
に
し
て

聞
け
ば
き
く
ご
と
に
た
が
宿
も
軽
く
誠
清
ら
瘡
や
今
年
さ
ら
め

四
方
の
民
ま
で
も
今
年
清
ら
瘡
や
軽
く
や
す
ノ
ー
と
出
る
鱈
し
や

蘭
の
匂
立
て
御
座
に
伽
羅
た
け
ば
ほ
こ
て
清
瘡
の
神
や
い
ま
ゐ
さ

上
や
下
ま
で
も
今
年
漬
瘡
や
願
た
ご
と
三
粒
出
る
嬉
し
や

里
念
に
は
や
る
歌
ま
で
も
今
や
軽
く
清
ら
瘡
の
御
願
こ
と
ば

の
ど
か
な
る
御
代
に
は
や
る
清
瘡
や
上
下
も
軽
く
出
る
婚
し
や

歌
や
三
味
線
に
躍
羽
し
き
よ
て
清
ら
瘡
の
御
伽
遊
ぶ
嬉
し
や

只
三
粒
た
ば
う
れ
今
年
清
ら
瘡
や
上
下
も
仰
ぐ
神
の
恵
み

庖
瘡
歌

冠
首

世
有
の
世
灸
と
Ｌ
め
大
和
か
ら
こ
ま
に
軽
く
清
ら
瘡
の
時
行
る
嬉
し
や

か
ろ
み
轟
御
巌
御
守
よ
め
し
や
う
ち

御
守
よ
め
し
や
う
れ
か
ろ
み
森
う
す
ぢ
御
名
の
）
」
と
軽
く
一
一
一
粒
た
ぱ
う
れ

今
年
漬
瘡
や
上
下
も
か
ろ
く
い
つ
も
こ
の
ご
と
に
三
粒
た
ぱ
う
れ

5７
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二
色
金
蘭
〔
欄
〕
の
ひ
り
と
い
の
む
し
ろ
し
か
は
ゑ
ら
み
し
や
う
れ
御
庖
瘡
御
神

低
こ
て
済
ら
か
さ
の
神
や
い
ま
い
ざ

大
庫
理
の
簾
れ
巻
上
れ
は
意
清
ら
瘡
の
御
神
ほ
こ
て
い
ま
い
さ

九
重
の
内
に
枕
や
伽
羅
と
ぼ
ち
清
ら
瘡
の
御
神
い
ま
い
ん
し
や
う
ち
や
さ

虚
空
蔵
大
菩
薩
清
ら
瘡
の
御
神
御
願
し
よ
る
ご
と
に
三
粒
た
ぱ
う
れ

大
庫
理
も
か
ば
し
や
小
座
敷
も
香
し
や
讃
良
三
助
の
御
宿
み
し
（
や
）
い
さ

清
ら
瘡
の
御
神
躍
す
き
で
も
の
躍
て
御
伽
す
ば
軽
く
た
ぱ
う
さ

童
あ
て
な
し
の
御
願
し
き
を
も
の
御
見
守
て
た
ば
う
れ
御
庖
瘡
御
神

首
里
天
加
那
志
御
子
部
も
軽
く
只
三
粒
た
ぱ
う
れ
御
庖
瘡
御
神

四
海
浪
た
▲
ぬ
御
代
の
春
風
に
時
行
る
清
ら
瘡
や
た
る
も
ひ
と
つ

恵
み
あ
る
御
代
に
時
行
る
清
瘡
や
御
万
人
も
軽
く
出
る
嬉
し
や

御
代
の
春
風
に
は
や
る
清
瘡
や
い
つ
よ
り
も
軽
く
出
る
鰭
し
や

治
と
る
御
代
に
は
や
る
清
ら
瘡
や
か
わ
る
色
ひ
と
つ
あ
ま
も
こ
ま
も

嬉
し
ご
と
菊
の
花
咲
る
こ
ろ
に
軽
く
清
ら
瘡
の
は
や
る
嬉
し
や

与
那
原
親
方
御
代
か
ら
ど
や
よ
る
国
の
端
ま
で
も
か
わ
る
色
な
い
ら
ん
清
さ
あ
す
や

水
か
み
て
き
ん
み
引
が
き
よ
ら
さ

美代から砂やよま〈〒年清瘡やほこゐ声ど閏ゆる上も下も
か
ん
軽
さ
清
さ
上
も
下
も

神の代の人のいはやしのごとに錘》隼よ清ら瘡や玉の金ね
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686

噸
だ
ん
じ
よ
か
れ
よ
し
や
撰
で
さ
し
め
し
い
る
御
船
の
縄
取
ぱ
風
や
ま
と
も

噸
玉
城
王
子
首
里
天
加
那
志
も
Ｌ
と
わ
れ
ち
ゃ
う
わ
れ
旅
の
行
戻
り
拝
で
す
で
ら

卸
高
嶺
按
司
い
き
の
帆
の
ほ
な
か
ほ
ゑ
つ
１
む
美
風
間
得
大
君
の
お
す
ぢ
美
風

１閑
い
か
い
引
乗
て
本
帆
矢
帆
も
た
ち
い
ま
ゐ
の
か
げ
う
た
い
は
風
や
ま
と
も

趣
与
那
原
親
方
御
祝
日
に
な
れ
ば
押
風
鞘
ま
と
も
だ
ん
じ
よ
か
れ
よ
し
の
し
る
し
さ
ら
め

３９
渡
中
押
出
れ
ば
船
頭
ま
上
で
も
の
真
鰯
の
て
た
ぱ
う
れ
御
船
の
船
頭

６

かれよしの御船の渡中押出れば波》おしそへて“挿舞壁祉さ
４閲

6876９６６９５697

去
年
よ
り
も
今
年
旅
の
道
ひ
ろ
で
船
は
ら
ち
見
れ
ば
波
も
静
か

糸
数
里
之
子
那
覇
の
親
泊
押
立
る
は
し
ら
唐
土
親
泊
ひ
ち
よ
入
〔
マ
マ
〕
は
し
ら

おもて花さかちともに肘澤ひかち旅の行戻り糸の上から

旅
歌

恵
み
あ
る
御
代
の
し
る
し
さ
ら
め

時
行
る
清
ら
瘡
の
か
に
軽
さ
あ
す
や
君
が
代
の
さ
か
る
し
る
し
さ
ら
め

恵
み
あ
る
御
主
の
御
代
の
し
る
し

や
も
て
か
ら
引
る
日
数
定
ま
と
す
誠
清
ら
瘡
の
し
る
し
さ
ら
め

5９
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平
敷
親
雲
上
那
覇
か
ら
や
出
ち
ま
ど
ろ
み
ど
し
よ
た
る
い
つ
の
間
に
つ
ち
や
が
山
川
湊

先
み
れ
ば
唐
土
後
見
れ
ば
浮
縄
こ
れ
程
の
美
風
今
度
は
じ
め

大
和
か
ら
浮
縄
糸
の
か
け
ら
れ
め
ま
と
も
押
風
ど
に
や
糸
さ
ら
め

あ
が
と
渡
海
ひ
ざ
め
糸
の
か
け
ら
れ
め
真
髄
押
風
ど
に
や
糸
さ
ら
め

船
は
ら
き
だ
い
ん
す
か
に
嬉
し
や
あ
も
の
島
を
が
で
か
ら
や
よ
く
の
嬉
し
や

か
れ
よ
し
の
御
船
に
か
れ
よ
し
は
乗
て
唐
土
行
戻
り
糸
の
上
か
ら

う
よ
そ
か
ら
見
れ
ば
あ
ひ
な
渡
海
や
す
が
御
船
は
ら
ち
み
れ
ぱ
近
地
だ
い
も
の

山
川
の
湊
す
ぐ
に
の
い
め
し
や
（
う
）
ち
嬉
し
か
を
つ
き
の
拝
む
ご
と
さ

す
だ
し
親
加
那
志
ど
く
お
さ
う
ず
め
し
や
う
な
按
司
下
司
も
め
し
や
い
る
御
旅
だ
い
も
の

御
旅
し
ん
美
さ
み
や
だ
り
し
ん
美
さ
い
き
や
る
親
加
那
志
す
だ
し
め
し
や
う
ち
や
ら

寅
の
日
に
出
ち
寅
の
は
い
し
め
て
い
つ
の
間
に
つ
き
や
が
虎
の
門
口

とらのはの風に虎の日に出ち寅のはいしめて虎の門口柿介祀迄
あ
た
ひ
苧
の
中
子
真
白
引
さ
る
き
旅
に
ま
い
る
里
が
ど
ん
し
よ
ば
か
ま

お
ほ
く
ら
し
や
里
前
御
状
も
た
ち
賜
ち
心
安
尭
と
御
待
し
や
ぴ
ら

主
の
前
御
状
を
が
で
読
開
く
と
き
や
我
胴
や
れ
ば
我
胴
ゐ
つ
で
ど
み
や
び
る

里
が
庭
花
や
も
の
ん
い
や
ん
ば
か
り
唐
土
打
向
て
笑
て
さ
き
よ
さ
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明
て
九
十
月
や
肝
い
そ
ぎ
め
し
や
う
き
嬉
し
か
を
御
側
拝
み
ぼ
し
や
の

か
れ
よ
し
の
遊
び
打
は
れ
て
か
ら
や
夜
の
明
て
日
の
あ
が
る
ま
で
も

夜
の
明
て
日
や
あ
が
ら
わ
ん
よ
た
し
や
已
午
時
迄
で
や
鋤
奔
勵
詮
恥
か

尚
育
王
虎
に
羽
つ
け
て
飛
よ
り
も
早
く
雲
に
走
入
い
る
按
司
の
御
船

月
や
月
と
も
て
明
る
夜
も
し
ら
ぬ
か
れ
よ
し
の
遊
び
に
や
う
ち
ほ
れ
て

唐
土
か
ら
出
き
今
日
三
日
ど
な
よ
る
い
つ
の
間
に
つ
き
や
が
那
覇
の
湊

慶
良
間
は
い
な
ら
で
石
火
矢
ど
ぐ
め
か
き
引
船
や
あ
と
に
那
覇
の
湊

い
な
い
ま
い
ん
で
い
き
や
夢
や
ち
や
う
ん
見
だ
ん
御
願
引
合
に
い
な
い
ま
う
ち
ゃ
さ

三
年
重
い
よ
す
待
な
が
さ
あ
す
が
願
て
自
由
な
ら
ん
北
京
御
旅

百
気
い
き
の
べ
る
里
や
旅
し
め
て
朝
夕
肝
の
願
算
や
し
ら
ぬ

さ

里
が
い
ま
い
月
の
近
く
な
て
さ
ら
め
夢
も
梯
も
し
げ
く
な
と
す

慰みにとたる葬好峠唾婬巍や
里
が
い
ま
い
月
の
さ
ん
ど
と
た
る

6１
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月
や
月
と
も
て
明
る
夜
も
し
ら
ぬ
か
れ
よ
し
の
遊
び
に
や
う
ち
ほ
れ
て

唐
土
か
ら
出
き
今
日
三
日
ど
な
よ
る
い
つ
の
間
に
つ
き
や
が
那
覇
の
湊

慶
良
間
は
い
な
ら
で
石
火
矢
ど
ぐ
め
か
き
引
船
や
あ
と
に
那
覇
の
湊

い
な
い
ま
い
ん
で
い
き
や
夢
や
ち
や
う
ん
見
だ
ん
御
願
引
合
に
い
な
い
ま
う
ち
ゃ
さ

三
年
重
い
よ
す
待
な
が
さ
あ
す
が
願
て
自
由
な
ら
ん
北
京
御
旅

百
気
い
き
の
べ
る
里
や
旅
し
め
て
朝
夕
肝
の
願
算
や
し
ら
ぬ

さ

里
が
い
ま
い
月
の
近
く
な
て
さ
ら
め
夢
も
悌
も
し
げ
く
な
と
す

6２


